
大杉　立（東京農業大学客員教授）

安藤　光義（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

鎌田　壽彦（東京農工大学名誉教授）

柴田　道夫（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

菅谷　純子（筑波大学教授）

藤井　喜継（日本生活協同組合連合会常務理事）

盛田　清秀（東北大学大学院教授）

八木　洋憲（東京大学大学院農学生命科学研究科准教授）

合瀬　宏毅（日本放送協会解説委員室解説副委員長）

浦林　竜太（日本放送協会制作局第１制作センター生活・食料番組部長）

生部　誠治（全国農業協同組合中央会農業対策部長）

大杉　立（東京農業大学客員教授）

伊藤　聡子（フリーキャスター、事業創造大学院大学客員教授）

大村　美香（朝日新聞社文化くらし報道部 be 編集記者）

榊田　みどり（農業ジャーナリスト）

図司　直也（法政大学教授）

二瓶　徹（株式会社 テロワール・アンド・トラディション・ジャパン代表取締役）

浦林　竜太（日本放送協会制作局第 1 制作センター生活・食料番組部長）

馬場　利彦（全国農業協同組合中央会ＪＡ支援部長）

食の架け橋
特別賞

埼玉県さいたま市
黒臼秀之さん・吉恵さん

（コチョウラン）

岩手県矢巾町
農事組合法人 室岡営農組合

（水稲育苗、水稲、大豆、
 小麦、ミニトマト、味噌）

千葉県山武市
農事組合法人 さんぶ野菜ネットワーク

（有機野菜、落花生）

新潟県長岡市
有限会社 グリーン（水稲）

福島県伊達市
ＪＡふくしま未来
伊達地区モモ生産部会

（モモ「あかつき」）

岡山県岡山市
有限会社 安富牧場

（乳牛）

長崎県壱岐市
株式会社 野元牧場

（肉用牛肥育）

【個別経営の部】
優秀賞

【集団組織の部】
優秀賞

【食の架け橋の部】
優秀賞

山口県阿武町
農事組合法人
うもれ木の郷（水稲、
大豆、ホウレンソウ、スイカ）

大
阪
府
寝
屋
川
市

南
保
次
さ
ん

中央審査会 審査委員

第47回日本農業賞「個別経営の部」「集団組織の部」 第47回日本農業賞「食の架け橋の部」

審査委員

日本農業のトップランナーたち
第　 回日本農業賞に輝いた人々

第47回日本農業賞の受賞者

47

委員長
委　員

委員長
委　員

集団組織
特別賞

集団組織
大賞

個別経営
特別賞

個別経営
大賞

個別経営
大賞

個別経営
大賞

集団組織
大賞

食の架け橋
大賞

集団組織
大賞

沖
縄
県
石
垣
市

Ｊ
Ａ
石
垣
牛
肥
育
部
会

宮
城
県
美
里
町

農
事
組
合
法
人

み
ら
い
す
青
生

愛
知
県
碧
南
市

永
井
是
充
さ
ん
・
由
美
さ
ん

北
海
道
妹
背
牛
町

株
式
会
社 

佐
藤
農
場

千
葉
県
香
取
市

芳
源
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

株
式
会
社

岡
山
県
高
梁
市

び
ほ
く
農
協

ぶ
ど
う
生
産
部
会

奈
良
県
奈
良
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

粟

愛
知
県
豊
橋
市

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会

栃
木
県
日
光
市

株
式
会
社

日
光
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク

編集／
発行／全国農業協同組合中央会（JA全中）
制作／日本農業新聞
平成30年6月発行

（各審査委員の所属組織、役職等は平成30年1月31日現在）

日
本
農
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

第
　
回
日
本
農
業
賞
に
輝
い
た
人
々

47

審査委員



2

表
彰
式

食
の
架
け
橋
の
部

6

北
海
道
妹
背
牛
町

家
族
経
営
で
39
㌶
の
大
規
模
農
業

大賞

418

愛
知
県
碧
南
市

ニ
ン
ジ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
で
高
水
準
の
農
業
所
得

特別賞

14

千
葉
県
香
取
市

マッ
シ
ュル
ー
ム
に
こ
だ
わ
り
年
商
20
億
円

大賞

10

栃
木
県
日
光
市
株
式
会
社 

日
光
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク 

代
表
取
締
役 

沼
尾
浩
明
さ
ん

優
れ
た
経
営
感
覚
と
技
術
で
高
収
益

大賞

20

宮
城
県
美
里
町

「
ラ
イ
ス
」を
基
盤
に
地
域
の
未
来
を
明
る
く

大賞

24

愛
知
県
豊
橋
市

ト
マ
ト
養
液
栽
培
や
環
境
制
御
装
置
が
普
及

大賞

2832

岡
山
県
高
梁
市

沖
縄
県
石
垣
市

8
年
目
で
売
上
目
標
13
億
5
0
0
0
万
円
を
達
成

J
A
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
し
頭
数
拡
大

大賞特別賞

34

奈
良
県
奈
良
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
営
農
組
織
・
企
業
の
３
者
連
携
体
制
を
構
築

大賞

38

大
阪
府
寝
屋
川
市

交
流
型
農
業
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確
立
目
指
す

特別賞
（
平
成
30
年
3
月
10
日 

東
京
都
渋
谷
区
･
N
H
K
ホ
ー
ル
）

水
稲
直
播
の
栽
培
技
術
を
確
立
し
、規
模
拡
大
と
省
力
化
を
実
現

農
地
集
積
し
収
益
性
高
め
る 

先
進
技
術
で
品
質
・
収
量
も
向
上

在
来
種
の
復
活
・
事
業
化
を
軸
に
兼
業
・
小
農
地
域
を
活
性
化

地
元
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
連
携 

立
地
を
生
か
し
観
光
イ
チ
ゴ
園

先
進
技
術
の
導
入
へ
活
発
な
部
会
活
動
と
情
報
共
有
で
産
地
発
展

地
域
と
共
生
す
る
都
市
農
業
の
あ
り
方
を
追
求

次
代
を
見
据
え
た
経
営
判
断
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
事
業
拡
大

部
会
統
合
で
中
山
間
地
結
集 

全
国
初
ブ
ド
ウ
用
色
彩
選
別
カ
メ
ラ
導
入

地
産
地
消
を
重
視
し
て
石
垣
島
の
経
済
活
性
化
に
貢
献

機
械
化
で
生
産
性
向
上 

品
種
開
発
進
め
地
域
農
業
を
け
ん
引

個
別
経
営
の
部

集
団
組
織
の
部

第
47
回
日
本
農
業
賞

目 

次

　

日
本
農
業
賞
は
、
日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）、
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
（
J
A
全
中
）、
都
道
府
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
が
、
昭
和
46
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
「
個
別
経
営
の
部
」
な
ら
び
に
「
集
団
組
織
の
部
」
は
、

日
本
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て
、
意
欲
的
に
経
営
や
技
術

の
改
善
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
し
て

い
る
農
業
者
と
営
農
集
団
や
、
食
や
農
の
担
い
手
と
し
て

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
個
人
・
集
団
組
織
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。「
食
の
架
け
橋
の
部
」
は
、
そ
の
取
り

組
み
が
農
業
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
優
れ
た
活
動
や
、
未
来

の
豊
か
な
生
き
方
・
地
域
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
食

や
農
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
全
国
に

紹
介
し
、
優
良
事
例
と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

第
47
回
は
、
書
類
審
査
、
現
地
調
査
を
経
た
全
国
の
事

例
の
中
か
ら
、
最
終
審
査
で
、「
個
別
経
営
の
部
」
3
件

と
「
集
団
組
織
の
部
」
3
件
、「
食
の
架
け
橋
の
部
」
1

件
を
大
賞
に
、「
個
別
経
営
の
部
」
1
件
と
「
集
団
組
織

の
部
」
1
件
、「
食
の
架
け
橋
の
部
」
1
件
を
特
別
賞
、「
個

別
経
営
の
部
」
3
件
と
「
集
団
組
織
の
部
」
3
件
、「
食

の
架
け
橋
の
部
」
2
件
を
優
秀
賞
に
選
び
ま
し
た
。

　

第
47
回
日
本
農

業
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

創
意
工
夫
を
通
じ
て
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
経
営
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
者
に

み
ら
れ
る
特
徴
と
し

て
は
、
ま
ず
第
1
に
、

明
確
な
経
営
理
念
に

基
づ
く
「
こ
だ
わ
り
」

の
あ
る
経
営
で
す
。

第
2
に
高
度
な
先
進

技
術
の
導
入
で
す
。

第
3
は
、
地
域
の
活

性
化
への
貢
献
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
優
れ
た

特
徴
を
持
つ
受
賞
者

の
皆
さ
ま
の
事
例
が

先
進
的
な
モ
デ
ル
と
し

て
、
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
い
る
わ
が
国

の
農
業
お
よ
び
農
村
に

一層
の
活
力
を
与
え
、
今
後
の
安
全
・
安
心
な
食
料
供
給

の
向
上
・
安
定
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 日

本
農
業
賞
と
は

審
査

講
評

審査会委員長
大杉 立

（東京農業大学客員教授）

3

株
式
会
社 

佐
藤
農
場 

代
表
取
締
役 

佐
藤
忠
美
さ
ん

永
井
是
充
さ
ん・
由
美
さ
ん

芳
源
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

菅
佐
原
芳
夫
さ
ん・
監
査
役 

菅
佐
原
純
子
さ
ん

農
事
組
合
法
人 

み
ら
い
す
青
生

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会

び
ほ
く
農
協
ぶ
ど
う
生
産
部
会

Ｊ
Ａ
石
垣
牛
肥
育
部
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟

南
保
次
さ
ん
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今
回
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ま
の
多
様
な
取
り
組

み
は
、い
ず
れ
も
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
可
能
性
を

切
り
開
く
大
変
示
唆
に

富
ん
だ
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。い
ず
れ
の

事
例
も
農
業
が
直
面
す

る
課
題
に
向
き
合
い
、

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工

夫
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
優

れ
た
業
績
を
上
げ
、地
域

を
支
え
て
き
た
ま
さ
に

日
本
農
業
の“
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
”で
あ
り
ま
す
。今
回

の
受
賞
を
機
に
、ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、優
れ
た
経
営
感
覚

で
技
術
改
良
や
導
入
に

意
欲
的
に
取
り
組
み
、

農
業
者
と
消
費
者
の

架
け
橋
と
な
る
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し

た
。い
ず
れ
も
ア
イ
デ
ア

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

食
材
を
確
実
に
消
費
者

に
届
け
る
と
い
う
、食
の

担
い
手
と
し
て
の
使
命

感
に
あ
ふ
れ
る
試
み
で
、

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
。Ｊ 

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
い
た
し
ま
し

て
も
、皆
さ
ま
を
先
頭
に

し
た
日
本
農
業
の
発
展
を

後
押
し
す
べ
く
、「
食
と
農

を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
協
同
組
合
」と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。

に
あ
ふ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
の
取
り
組
み
が
広
く

伝
わ
る
こ
と
で
、わ
が
国

農
業
の
起
爆
剤
に
な
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
わ
が
国
農
業

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

表
彰
式

NHK会長ＪＡ全中会長 上田 良一中家 徹谷合 正明

主
催
者
あ
い
さ
つ

主
催
者
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

農林水産副大臣

Top Runners of Japanese A
griculture

Top Runners of Japanese A
griculture

　

第
47
回
日
本
農
業
賞
の
表
彰
式

と
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
平
成
30
年
３

月
10
日
、東
京
都
渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。同
賞
は

日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会（
Ｊ
Ａ
全
中
）、

都
道
府
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

が
、昭
和
46
年
度
に
創
設
し
た
も
の

で
す
。意
欲
的
に
農
業
経
営
や
技
術

改
善
に
取
り
組
み
、地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
農
業
者
や
営

農
集
団
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、そ

の
成
果
を
全
国
に
紹
介
し
、優
良
事

例
と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す
。式
の

模
様
と
表
彰
を
受
け
た
10
組
の
特

徴
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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佐
藤
農
場
の
経
営
面
積
は
水
田

が
29
㌶
、
畑
作
が
10
㌶
。
①
水
稲

の
移
植
栽
培
（
22
㌶
）
②
直
播
栽

培
（
７
㌶
）
③
畑
作
で
の
秋
小
麦

―
―
を
経
営
の
３
本
柱
と
し
て
い

る
。
直
播
栽
培
は
水
稲
の
播
種
・

育
苗
・
田
植
え
の
労
力
が
軽
減
さ

れ
、
育
苗
ハ
ウ
ス
等
の
設
備
も
不
要

な
た
め
、
過
剰
労
働
・
過
剰
投
資

に
陥
る
こ
と
な
く
大
規
模
水
田
作

を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

さ
ら
に
生
育
調
査
に
基
づ
き
圃

場
ご
と
の
肥
培
管
理
を
徹
底
。
水

稲
・
小
麦
と
も
地
域
平
均
を
大
き

く
上
回
る
高
単
収
を
確
保
し
、
省

力
化
と
と
も
に
高
い
収
益
性
を
実

現
し
た
。
た
だ
、
水
稲
直
播
の
作

付
け
は
全
体
の
２
割
ほ
ど
と
し
て
い

る
。
収
穫
期
で
あ
る
９
月
、
北
海

道
は
台
風
や
雨
が
多
い
こ
と
か
ら
、

倒
伏
や
品
質
劣
化
の
リ
ス
ク
も
考

慮
し
て
栽
培
し
て
い
る
か
ら
だ
。

平
成
29
年
に
経
営
を
法
人
化
し

た
が
、「
家
族
が
時
間
的
に
も
経

済
的
に
も
ゆ
と
り
を
持
ち
、
楽
し

く
生
活
す
る
」
農
業
を
目
指
す
こ

と
が
、
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方

だ
と
い
う
。

　
佐
藤
農
場
は
、
佐
藤
さ
ん
の
祖

父
が
山
形
県
か
ら
妹
背
牛
町
に
入

植
。
父
の
代
に
現
在
地
で
農
業
経

営
を
始
め
た
。
平
成
２
年
、
33

歳
の
時
に
18
㌶
の
経
営
移
譲
を
受

け
、
作
業
受
託
の
８
㌶
と
合
わ
せ

経
営
に
取
り
組
ん
だ
。
す
で
に
所

有
農
地
は
町
の
平
均
と
比
べ
３
倍

ほ
ど
だ
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
規
模
拡

大
を
目
指
し
て
省
力
化
を
模
索
し

た
。転

機
は
同
年
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
の

海
外
農
業
視
察
研
修
で
訪
れ
た
イ

タ
リ
ア
で
、
水
稲
直
播
栽
培
（
乾

田
方
式
）
に
出
会
っ
た
こ
と
だ
。

佐
藤
さ
ん
は
帰
国
後
、
道
内
の
直

播
栽
培
を
視
察
し
て
精
力
的
に
勉

強
。
ま
だ
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
中
、
平
成
６
年
か
ら
は
自
ら
の

圃
場
で
も
水
稲
「
北
い
ぶ
き
」
を

乾
田
方
式
に
よ
る
直
播
で
30
㌃
栽

培
し
た
。

当
初
、
成
果
は
良
く
、
春
作
業

の
手
間
が
大
幅
に
省
け
、
通
常
の

移
植
栽
培
と
同
等
の
収
量
を
確
保

で
き
た
。
だ
が
直
播
を
導
入
し
て

２
年
が
経
つ
と
、
圃
場
の
漏
水
が

激
し
く
な
っ
た
。
圃
場
の
水
持
ち

が
悪
い
と
保
温
効
果
が
低
く
、
稲

の
生
育
に
悪
影
響
を
与
え
る
雑
草

が
生
え
や
す
い
た
め
、
思
う
よ
う

に
収
量
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。

　
再
び
の
転
機
は
平
成
16
年
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
視
察
研
修
だ
っ

た
。
訪
問
先
の
大
規
模
経
営
農
家

に
直
播
圃
場
の
漏
水
の
こ
と
を
話

単
収
は
６
３
４・
２
㌔
と
な
り
、
乾

田
と
比
べ
て
１
４
５
・
６
㌔
の
増
収

と
な
っ
て
い
る
。

「
苗
を
ハ
ウ
ス
で
育
て
る
場
合
と

違
い
、
直
播
の
場
合
は
発
芽
の
段

す
と
「
水
が
抜
け
る
圃

場
で
無
理
に
乾
田
栽
培

を
や
ら
な
い
ほ
う
が
よ

い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ

の
こ
と
で
、
直
播
＝
乾

田
と
い
う
固
定
観
念
に

縛
ら
れ
、
水
の
浸
透
性

が
高
い
漏
水
田
と
い
う

自
ら
の
圃
場
条
件
を
無

視
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。

こ
れ
を
機
に
、
直
播

栽
培
を
湛
水
方
式
に
切

り
替
え
る
。
こ
の
方
法

は
田
を
耕
起
し
て
か
ら

入
水
し
、
代
か
き
を
し

た
後
、
種
を
ま
い
て
稲

を
育
て
る
。
乾
田
よ
り

播
種
深
度
が
安
定
し
て

早
期
発
芽
に
つ
な
が
る
た
め
落
水

期
間
を
短
縮
で
き
、
雑
草
の
発
生

を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
耕
起
・
代

か
き
を
均
平
に
し
た
大
区
画
圃
場

で
は
苗
立
て
を
確
保
し
や
す
く
、

高
収
量
・
高
品
質
に
つ
な
が
っ
た
。

乾
田
方
式
は
収
量
に
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
平
成
16
年
ま
で
の
５
年

間
の
10
㌃
平
均
単
収
は
４
８
８・６

㌔
だ
っ
た
が
、
湛
水
方
式
に
し
て
か

ら
、
収
量
の
大
き
な
年
次
変
動
が

な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

27
年
ま
で
の
５
年
間
の
10
㌃
平
均

階
で
温
度
調
整
が
で
き
な
い
中
で

育
て
る
必
要
が
あ
り
、
圃
場
の
状

態
が
重
要
に
な
る
。
直
播
を
始
め

て
か
ら
土
づ
く
り
に
は
特
に
気
を

付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
佐
藤
さ

ん
は
語
る
。

佐
藤
農
場
の
圃
場
は
、
７
割
が

粘
土
地
、
3
割
が
泥
炭
地
。
圃
場

水
稲
移
植・直
播・秋
小
麦
の

3
つ
を
主
軸
に
、大
規
模
経
営

圃
場
ご
と
に
肥
培
管
理

田
畑
輪
換
の
作
付
体
系
確
立

湛
水
方
式
に
転
換
し

収
量
が
安
定
、大
幅
ア
ッ
プ

株
式
会
社 

佐
藤
農
場

北海道の中央西部に位置し、道内でも有数の米地帯である空知地
区に属する。町内は石狩川と雨竜川に囲まれた肥沃で平たんな土地

水
稲
直
播
の
栽
培
技
術
を
確
立
し
、

規
模
拡
大
と
省
力
化
を
実
現

北
海
道
妹
背
牛
町

個別経営

大賞

代表取締役 佐藤忠美さん
さとう ただみ

　
北
海
道
妹
背
牛
町
の
㈱
佐
藤
農
場
は
、
佐
藤
忠
美
さ
ん
（
60
）
一
家
3
人
に
よ
る
家
族
経
営

で
、
水
稲
と
小
麦
を
39
㌶
栽
培
し
て
い
る
。
就
農
当
初
か
ら
規
模
拡
大
と
省
力
化
を
目
指
し

試
行
錯
誤
す
る
中
で
、
い
ち
早
く
水
稲
直
播
栽
培
に
着
目
。
苗
づ
く
り
や
田
植
え
な
ど
の
労
力

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
土
づ
く
り
や
圃
場
ご
と
の
肥
培
管
理
を
徹
底
し
て
高
収
量
に
よ
る
収

益
性
向
上
を
実
現
し
た
。
町
内
外
で
水
稲
直
播
の
技
術
を
普
及
し
、
機
械
の
共
同
利
用
を
進

め
る
な
ど
地
域
農
業
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

家
族
経
営
で
39
㌶
の
大
規
模
農
業

北海道妹背牛町

北海道

が多く、米、麦、大豆など土地利用型農業が
盛ん。特別豪雪地帯に指定され、初雪が11月
上旬ごろ、融雪は翌年4月ごろになる。寒暖
の差が大きいものの、夏季は温暖な中で推移
し水稲・畑作物の栽培に適している。人口は
3000余り。道内人口第２位の旭川市か
ら40㌔と、比較的近い。

水
稲
直
播
と
出
会
い

省
力
化
で
ゆ
と
り
あ
る
農
業
を

佐藤農場における乾田方式と湛水方式の収量比較と直播研究会の平均比較

12

（10a/
kg）

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

700

600

500

400

300

200

100

0

※平成20年は妹背牛町全域がいもち病被害による減収。　※収量は製品単収

過去成績・研究会比較

453

477 455

338
307

345

483
444

545

454 432 437
495 472 474

541 530
363

583

408

579
610 604

434 535 564
621 639 646 641 624636

佐藤氏
部会平均

乾田栽培期…
苗立・漏水収量
不安定 湛水

融雪

肥料

除草

融雪

融雪

追肥 追肥

除草

防除

防除

ミゾ切

間断灌漑

間断灌漑

佐藤農場作付体系

作物 面積
（a）

月
3

田植

ミゾ切

ミゾ切

除雪ハウス準備

播種・育苗

防除融 

雪 

期

収穫

収穫

追肥

2,183

719

975

4 5 6 7 8 9 10

移植
水稲

（減農薬）

水稲
直まき
（湛水）
（散播）

秋撒き
小麦

サブソイラー

サブソイラー

ディスクハローorロータリ耕

チゼル耕起後

代掻き

代掻き

プラウ耕

レベラ

肥料・耕起

播
種

播
種

初除草 後除草

整地作業（次年度直播圃場のみ）

・直播の2年目圃場
・小麦跡地は前年で作業

収穫

主要な3つの柱

（
良
食
味
米
・
安
定
収
量
）

水
稲
移
植

ハ
ウ
ス
育
苗
・
田
植
え

（
良
食
味
米
・
安
定
収
量
・
省
力
化
）

水
稲
直
播

水
田
に
直
接
種
ま
き

（
品
質
安
定
収
量
・
生
産
調
整
）

秋
小
麦（
転
作
）

作付割合

佐藤農場の作付体系
の前提は経済的ゆとり
を持つための規模拡大
と、時間的ゆとりを持つ
ための省力化

2割 3割5割
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に
よ
っ
て
耕
起
後
の
乾
き
の
早
い
圃

場
と
遅
い
圃
場
が
混
在
し
、
直
播

栽
培
に
向
い
て
い
る
と
は
言
い
に
く

い
。
そ
こ
で
、
土
質
に
合
わ
せ
て

圃
場
ご
と
に
肥
培
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
田
畑
輪
換
に
よ
る
作
付

体
系
を
確
立
し
た
。

肥
培
管
理
は
、
圃
場
ご
と
に
稲

の
生
育
調
査
を
行
い
、
春
の
耕
起

状
況
や
土
壌
の
乾
き
具
合
に
合
わ

せ
て
施
肥
量
を
調
節
す
る
な
ど
、

適
正
な
管
理
を
実
施
す
る
。
田
畑

輪
換
は
「
移
植
水
稲
６
～
８
年
」

→
「
秋
小
麦
２
年
」
→
「
直
播

水
稲
2
年
」
で
圃
場
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョン
す
る
。
こ
れ
を
20
年
余
り
行

い
、
収
量
ア
ッ
プ
や
肥
料
・
農
薬
の

低
減
を
図
っ
て
き
た
。

圃
場
ご
と
の
肥
培
管
理
で
、
水

稲
作
付
面
積
の
３
割
は
移
植
栽
培

の
半
分
以
下
の
窒
素
減
肥
と
な
っ

た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
輪
作
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
れ
ば
肥
料
の
投
入
は

少
な
く
て
済
む
」
と
み
る
。
ま
た
、

秋
小
麦
の
後
に
直
播
栽
培
を
す
る

場
合
は
、
小
麦
収
穫
後
の
８
月
に

圃
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
整
地
作
業
）

を
実
施
。
圃
場
の
均
平
や
排
水
改

良
な
ど
で
、
直
播
栽
培
に
適
し
た

圃
場
条
件
を
整
え
る
。

水
稲
直
播
の
導
入
に
よ
る
規
模

拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
圃
場
の
大
区

画
化
を
長
年
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き

た
。
大
型
機
械
を
導
入
し
て
も
小

区
画
の
面
積
で
は
作
業
に
時
間
が

か
か
る
。
ま
た
、
畦
畔
は
漏
水
の

ま
で
評
価
を
上
げ
て
い
る
。

直
播
米
は
Ｊ
Ａ
か
ら
ホ
ク
レ
ン
に

出
荷
さ
れ
、
主
に
業
務
用
向
け
米

飯
と
し
て
供
給
。「
味
・
粘
り
・
見

た
目
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
「
甘
み

も
濃
い
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い

安
定
生
産
と
安
定
価

格
に
よ
り
健
全
な
農

業
経
営
を
実
現
し
て
い

る
。
水
稲
直
播
栽
培

で
は
、
推
奨
品
種
「
ほ

し
ま
る
」
を
平
成
19

年
か
ら
栽
培
。
し
か

し
当
初
の
価
格
は
１

俵
９
０
０
０
円
と
米
価

下
落
の
中
で
も
他
品

種
に
比
べ
て
１
０
０
０

円
安
か
っ
た
。

当
時
、「
ほ
し
ま
る
」

の
作
付
け
は
町
内
で

も
12
戸
・
27
㌶
と
少

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
佐

藤
さ
ん
は
栽
培
す
る

仲
間
を
増
や
し
、
安

定
的
な
生
産
量
を
確

保
で
き
れ
ば
有
利
販
売
に
つ
な
が

る
と
考
え
、
妹
背
牛
町
水
稲
直
播

研
究
会
を
中
心
に
、
仲
間
づ
く
り

に
奔
走
し
た
。

研
究
会
で
は
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
や
農
業
機
械
の
共
同
利
用
な

ど
を
進
め
、
農
家
が
安
心
し
て
直

播
に
取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
に

尽
力
。
そ
の
結
果
、
直
播
栽
培
は

平
成
28
年
に
は
49
戸
・
１
４
９
㌶

ま
で
広
が
り
、
平
成
29
年
産
の
概

算
金
は
１
俵
１
万
３
２
０
０
円
と
、

「
な
な
つ
ぼ
し
」
基
準
品
と
同
額

い
た
が
、
春
作
業
の
軽
減
と
夏
に

圃
場
を
整
備
す
る
た
め
、
秋
小
麦

を
導
入
。
倉
庫
の
建
設
や
、
小
麦

播
種
機
の
製
作
な
ど
も
自
身
で
行

い
、
最
低
限
の
投
資
で
効
果
を
上

げ
る
農
業
経
営
を
実
践
す
る
。

佐
藤
農
場
は
米
、
秋
小
麦
と
も

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
へ
出
荷
。
Ｊ
Ａ
を

通
し
て
道
内
、
道
外
の
消
費
地
や

実
需
者
に
安
定
し
た
供
給
を
行
い
、

原
因
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
区
画

を
整
理
。
平
成
５
年
に
１
０
０
筆

余
り
だ
っ
た
圃
場
は
、
平
成
12
年

ま
で
に
47
筆
、
平
成
20
年
に
は
26

筆
と
な
っ
た
。

大
区
画
化
に
よ
り
、
１
筆
当
た

り
の
面
積
は
平
成
11
年
の
63
・
８

㌃
か
ら
平
成
20
年
に
は
１
３
２
・
１

㌃
に
拡
大
。
機
械
の
作
業
時
間
は

短
縮
さ
れ
、
半
径
２
㌔
以
内
に
圃

場
を
集
約
・
集
積
し
て
労
働
時
間

と
燃
料
費
等
の
低
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

作
業
は
購
入
し
た
中
古
機
械
や

水
稲
直
播
研
究
会
の
共
同
利
用
機

械
な
ど
を
活
用
し
、
麦
の
収
穫
後

に
佐
藤
さ
ん
自
身
が
行
っ
た
。
当

初
は
輪
作
を
維
持
す
る
た
め
に

ビ
ー
ト
や
大
豆
な
ど
も
栽
培
し
て

大杉 立 委員長

る
。佐

藤
さ
ん
は
現
在
、
妹
背
牛
町

水
稲
直
播
研
究
会
の
会
長
を
務

め
、
全
道
で
水
稲
直
播
栽
培
の
技

術
定
着
と
普
及
に
努
め
て
い
る
。

近
年
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
離

農
に
よ
り
農
地
の
集
積
化
が
進
ん

で
い
る
一
方
で
、
雇
用
確
保
が
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
農
地

を
守
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
進

め
て
い
く
に
は
省
力
化
の
後
ろ
盾
と

な
る
直
播
栽
培
の
普
及
・
定
着
が

欠
か
せ
な
い
。

直
播
米
だ
け
で
な
く
、
減
農
薬・

減
化
学
肥
料
を
中
心
と
し
た
「
ク

リ
ー
ン
米
」
の
生
産
推
進
の
た
め

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン
米
生
産
協

議
会
会
長
と
し
て
活
動
す
る
と
と

も
に
、
消
費
者
の
農
業
体
験
を
受

け
入
れ
、
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

佐
藤
農
場
に
は
、
佐
藤
忠
美
さ

ん
の
他
、
妻
の
聖
子
さ
ん
、
４
女
の

亜
紀
さ
ん
が
参
加
。
妻
の
聖
子
さ

ん
は
大
型
特
殊
の
免
許
を
取
得
。

規
模
拡
大
を
進
め
る
忠
美
さ
ん
を

助
け
、
同
じ
作
業
を
行
い
な
が
ら
、

家
事
や
育
児
と
切
り
盛
り
す
る
な

ど
積
極
的
に
経
営
に
参
画
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
両
親
の
姿
を
見
て
、

娘
の
亜
紀
さ
ん
も
「
両
親
の
負
担

を
軽
く
し
た
い
」
と
就
農
。
女
性

が
活
躍
し
、
家
族
で
力
を
合
わ
せ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
営
で
は
法
人
化

し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
40
㌶

ほ
ど
の
経
営
規
模
を
60
㌶
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
今
後
は

経
営
継
承
の
選
択
肢
と
し
て
、
後

継
者
へ
の
継
承
だ
け
で
な
く
第
３

者
継
承
も
含
め
て
準
備
を
進
め
る

考
え
だ
。

水
稲
直
播
栽
培
で
は
今
後
、
さ

ら
な
る
多
収
量
・
良
質
米
の
生
産

に
向
け
て
取
り
組
む
方
針
だ
が
、

発
芽
率
の
改
善
と
い
う
課
題
も
あ

る
。
麦
は
比
較
的
低
温
で
も
90
％

以
上
が
発
芽
す
る
が
、
水
稲
は
育

苗
ハ
ウ
ス
等
で
加
温
し
な
い
と
高
い

発
芽
率
は
期
待
で
き
な
い
。
直
播

栽
培
は
農
家
の
技
術
差
に
よ
り
発

芽
率
が
安
定
せ
ず
、
北
海
道
で
は

６
割
前
後
に
と
ど
ま
る
た
め
、
佐

藤
さ
ん
は
「
８
割
近
く
の
発
芽
率

が
確
保
で
き
る
直
播
米
の
育
種
が

必
要
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　佐藤さんご夫妻と娘さんの3人に
よる家族経営で39㌶という大規模
水田経営を行い、高度な栽培技術と
低コスト化により2500万円を超える
高い農業所得を得ている。
　評価された第１点は、追随を許さ
ない高い技術力による多収かつ高
品質な水稲生産である。特に水稲
直播栽培において、生育データの収
集・分析とそれに基づく圃場ごとのき
め細かい肥培管理によって、安定し
た苗立て本数を確保することなどに
より、移植栽培並みの700㌔/10㌃
を超える多収を実現している。多収を
もたらす技術力には、佐藤さんの作
物に対する鋭い観察眼とデータ解
析力などが貢献している。
　第２点は、徹底した低コスト化であ
る。直播栽培の導入に加えて、中古
の農業用機械を購入し、自ら改良・
工夫することで投資を最小限に抑え
ている。また、1筆ごとの圃場面積を
大きくすることで作業効率も向上させ
ている。これらの高収量と低コスト化
の取り組みで、水稲60㌔当たりの生
産費は約9000円と北海道の同規
模農家の8割程度となっている。
　第３点は、地域農業のリーダーとし
ての役割である。佐藤さんは自ら立
ち上げた水稲直播研究会で、直播
マニュアルを作成し、自らの技術を公
開・共有することで、地域の農業者が
ともに技術を高める取り組みを行っ
ている。さらに、全道的な研修会での
講師や視察の受け入れなどで、北海
道の水稲直播栽培のリーダーとして
高く評価・信頼されている。
　このような佐藤さんの経営は「家
族単位での水稲大規模経営」にお
ける高収益モデルとして高く評価で
きる。

圃
場
を
自
分
で
大
区
画
化

15
年
間
で
1
0
0
筆
を
26
筆
に

研
究
会
で
仲
間
を
募
る

栽
培
を
拡
大
し
て
有
利
販
売
へ

家
族
で
力
合
わ
せ
て

直
播
栽
培
の
技
術
さ
ら
に

春耕起 手前スタブルカルチ、奥プラウ耕。直播安定収量の決め手㊧
生育調査で得たデータを活用し、圃場ごとに施肥管理を行う㊨

JA、コープさっぽろと協力し、農業体験の受け入れを行う

妹背牛町水稲直播研究会の現地研修会。播種後の生育状況の確認と水管理、除草などの施肥防
除関係を確認

中
古
で
購
入
し
た
重
機
を
自
ら
運
転
し
、圃
場
を

整
備

佐
藤
農
場
の
メ
ン
バ
ー
。佐
藤
忠
美
さ
ん
㊥
、取
締

役
の
聖
子
さ
ん
㊨
、4
女
の
亜
紀
さ
ん

T
o
p
 R

u
n
n
ers o

f Ja
p
a
n
ese A

g
ricu

ltu
re

個
別
経
営
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宇
都
宮
市
か
ら
約
34
㌔
。
日
光

連
山
を
背
に
し
て
圃
場
整
備
さ
れ
た

水
田
が
広
が
る一角
に
、
日
光
ス
ト
ロベ

リ
ー
パ
ー
ク
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
並
ぶ
。

高
級
感
と
温
か
み
を
兼
ね
備
え
た
売

店
、
大
型
観
光
バス
や
タ
ク
シ
ー
か
ら

次
々
に
降
り
て
く
る
観
光
客
…
…
。ハ

ウ
ス
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は

Ｊ

－Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
流
れ
、ス
キ
ー
場
の
よ
う

な
リ
ゾ
ー
ト
地
の
雰
囲
気
を
ま
と
う
。

「
こ
ん
な
に
大
き
く
て
甘
い
イ
チ
ゴ

は
香
港
で
食
べ
た
こ
と
が
な
い
よ
」「
食

べ
過
ぎ
て
、
お
な
か
が
いっ
ぱ
い
だ
」。

海
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
が
目
を
見

開
い
て
驚
く
。
そ
し
て
、
次
々
と
摘
み

取
り
ほ
お
ばって
い
く
。
代
表
取
締
役

の
沼
尾
浩
明
さ
ん
（
41
）
が
始
め
た

日
光
ス
ト
ロベリ
ー
パ
ー
ク
は
、
見
慣
れ

た
水
田
地
帯
を
、
国
内
外
か
ら
の
旅

行
者
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポッ
ト
に
一
変

さ
せ
た
。

農
家
の
長
男
と
し
て
、
沼
尾
さ

ん
は
県
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
た

平
成
8
年
、
土
地
利
用
型
経
営
の

拡
大
を
目
指
し
て
就
農
し
た
。
し

か
し
、
農
産
物
の
市
場
価
格
の
低

迷
と
、
圃
場
整
備
前
の
小
さ
な
区

画
を
前
に
、
不
安
が
わ
い
て
き
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
農
業
経

営
を
続
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」。
企
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
農
業
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と

を
視
野
に
１
年
後
、
会
社
勤
務
を

始
め
た
。
農
業
か
ら一
旦
離
れ
た
も

の
の
、
父
の一
郎
さ
ん
（
66
）
が
圃

場
整
備
の
推
進
に
奔
走
す
る
姿
を

日光ストロベリーパークの経営規模と販売額

年度 栽培面積
（a）

来園者数
（人）

販売額
（千円）

63 31,697 80,684

66 35,219 83,705

平成26

平成27

平成28 80 45,287 100,237

プ
ハ
ウ
ス
６
棟
（
16
㌃
）
を
建
て
た
。

当
初
は
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
の
直
売
所

を
中
心
に
、
地
元
洋
菓
子
店
、ス
ー

パ
ー
、
市
場
な
ど
に
出
荷
。
少
し

ず
つ
規
模
を
拡
大
さ
せ
、
設
備
を

充
実
さ
せ
て
いっ
た
。
平
成
20
年
３

月
に
は
、
念
願
の
観
光
園
を
オ
ー

プ
ン
。
平
成
24
年
に
は
同
社
を
設

立
し
、
経
営
体
制
を
整
備
し
て
いっ

た
。現

在
、
同
社
役
員
は
浩
明
さ
ん

の
ほ
か
、
妻
の
美
保
子
さ
ん
（
35
）

が
専
務
、
父
の一
郎
さ
ん
が
会
長
を

そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
。
農
業
従
事
者

は
母
の
好
子
さ
ん
（
64
）
と
、
正

社
員
２
人
、
パ
ー
ト
社
員
８
～
10

人
で
、
観
光
園
、
育
苗
ハ
ウ
ス
、

店
舗
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
で
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
29
棟
（
80
㌃
）、
育
苗
用
に
14

棟
（
28
㌃
）。
品

種
は
「
と
ち
お
と

め
」
32
㌃
、
根
茎

が
冷
温
に
耐
え
る

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
18

㌃
、
県
の
新
品
種

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」

26
㌃
、「
や
よ
い

ひ
め
」
０・
３
㌃
。

販
売
額
は
１
億

23
万
７
０
０
０
円

で
、
８
割
以
上
を

見
て
、「
地
域
農
業
の
振
興
に
関
わ

り
た
い
」
と
の
思
い
は
抱
き
続
け
て

い
た
。
そ
し
て
、
再
び
就
農
を
決

意
。
２
度
目
の
挑
戦
に
選
ん
だ
品

目
は
、
県
の
特
産
品
で
あ
る
イ
チ

ゴ
。
平
成
15
年
10
月
、
会
社
を
退

職
し
栽
培
の
準
備
を
始
め
た
。

た
だ
、
日
光
市
は
冬
季
の
日
照

が
少
な
く
寒
さ
が
厳
し
い
。
イ
チ

ゴ
を
栽
培
す
る
に
は
暖
房
費
が
か

か
り
過
ぎ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

た
め
、
周
囲
の
人
た
ち
は
反
対
し

た
。
そ
れ
で
も
、沼
尾
さ
ん
は
「
世

界
遺
産
の
あ
る
日
光
と
温
泉
地
・

鬼
怒
川
の
中
間
点
に
農
地
が
あ

る
。
観
光
農
業
な
ら
何
と
か
な
る

は
ず
」。
固
い
決
意
を
胸
に
平
成

16
年
に
は
、
県
農
業
試
験
場
栃
木

分
場
（
現
・
い
ち
ご
研
究
所
）
に

研
修
生
と
し
て
通
い
な
が
ら
、
パ
イ

観
光
園
で
占
め
て
い
る
。
収
穫
は

概
ね
10
月
下
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま

で
で
、
冷
涼
な
気
候
の
た
め
７
月

初
旬
ま
で
続
い
た
こ
と
も
あ
る
。

12
～
５
月
と
い
う
産
地
が
多
い
中

で
、
２
、３
カ
月
長
い
の
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
、
当

初
か
ら
地
元
観
光
業
界
と
連
携
し

て
集
客
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
大

き
い
。
浩
明
さ
ん
と
一
郎
さ
ん
は
、

１
０
０
軒
近
く
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
を

回
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
ち
ら
し
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
宿
泊
プ
ラ
ン

へ
の
組
み
込
み
を
依
頼
。
一
方
、
来

園
者
に
ホ
テ
ル
を
案
内
す
る
こ
と

で
、
ウ
イ
ン
―
ウ
イ
ン
の
関
係
を
築

い
て
い
る
。
旅
行
代
理
店
へ
の
営
業

活
動
も
行
い
、
団
体
客
の
増
加
と

取
引
先
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
日
に
団
体
客
を
誘
導

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
入
場

者
数
が
平
準
化
さ
れ
た
。
自
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、

予
約
の
受
付
、
商
品
販
売
も
行
っ
て

い
る
。

こ
こ
数
年
は
日
光
・
鬼
怒
川
を

目
当
て
に
し
た
訪
日
外
国
人
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
の
来
園
者
が
増
加
し
て

圃
場
整
備
さ
れ
た
水
田
地
帯

国
内
外
の
客
が
押
し
寄
せ
る

反
対
を
押
し
切
り

イ
チ
ゴ
栽
培
に
挑
戦

地
元
観
光
業
界
と
連
携

団
体
の
集
客
も
成
功

株
式
会
社
日
光
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク

県北西部に位置し、標高200㍍程度の
平たん地から、2000㍍を超す山岳地域ま

地
元
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
連
携

立
地
を
生
か
し
観
光
イ
チ
ゴ
園

栃
木
県
日
光
市

個別経営

大賞

代表取締役 沼尾浩明さん
ぬまお ひろあき

　

栃
木
県
日
光
市
の
観
光
イ
チ
ゴ
園
・
株
式
会
社
日
光
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
。
厳
し
い
寒
さ

で
イ
チ
ゴ
栽
培
に
は
向
か
な
い
と
さ
れ
て
き
た
土
地
な
が
ら
、
観
光
地
で
あ
る
日
光
と
鬼
怒
川

の
中
間
点
と
い
う
立
地
を
生
か
し
高
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
快
適
さ
と
清
潔
さ
を
追
求
し
た

園
内
は
、
女
性
客
を
中
心
に
人
気
。
地
元
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
連
携
し
て
集
客
し
、
年
間
約

４
万
５
０
０
０
人
の
客
で
に
ぎ
わ
う
。
ま
た
、
天
敵
利
用
な
ど
栽
培
技
術
の
評
価
も
高
い
。

優
れ
た
経
営
感
覚
と
技
術
で
高
収
益

栃木県日光市

栃木県である。内陸性気候で、年平均気温は市街
地で約12℃、山間部で約7℃。平たん地は
黒ボク土が広がる。集落営農法人が水稲、
大豆など土地利用型作物を栽培するほか、
意欲的な生産者がニラ、ナス、鉢物などを
積極的に栽培する。

香港から訪れた観光客。イチゴをほおばり笑顔があふれる

みやげ用のイチゴや加工品を求める客でにぎわう売店

浩
明
さ
ん
㊥
と
一
郎
さ
ん
㊧
、美
保
子
さ
ん
。売
店
の
外
観
は
高
級
感
と
温
か
み

を
兼
ね
備
え
て
い
る
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い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に

よ
り
情
報
を
海
外
に
発
信
、
台
湾

や
ベ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

海
外
の
テ
レ
ビ
局
や
雑
誌
の
取
材
を

受
け
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
て
い

る
。
平
成
28
年
度
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
来
園
者
全
体
の
１
割
を
超
え
た
。

客
の
誘
導
や
、
直
売
所
の
運
営
、

パ
ッ
ク
詰
め
や
販
売
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
を
女
性
の
パ
ー
ト
社
員
が

支
え
て
い
る
。
女
性
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
の
心
が
イ
チ
ゴ
園
の
随
所

に
表
れ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
再

来
訪
者
）
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
歩
き
や
す
く
靴
が
汚
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
マ
ッ
ト
や
除
草

シ
ー
ト
を
ハ
ウ
ス
の
内
部
全
体
に
敷

く
だ
け
で
な
く
、
外
部
に
も
歩
行

用
の
マッ
ト
を
敷
い
て
い
る
の
で
、
雨

天
で
も
安
心
だ
。
出
入
り
口
は
で

き
る
だ
け
段
差
を
少
な
く
し
て
い

る
。
上
下
２
段
の
高
設
ベ
ン
チ
栽
培

の
ハ
ウ
ス
は
、
車
い
す
の
利
用
者
や

幼
児
で
も
摘
み
取
り
や
す
い
高
さ

は
10
㌃
当
た
り
８
㌧
超
で
、
県
平

均
を
大
き
く
上
回
る
。

ま
た
、
同
社
で
は
畝
を
崩
さ
ず
、

次
の
シ
ー
ズ
ン
も
使
う
不
耕
起
栽

培
を
続
け
て
い
る
。
一
般
的
に
土
耕

栽
培
で
は
収
穫
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、

畝
を
崩
し
て
全
体
を
耕
う
ん
し
て
、

土
壌
消
毒
を
施
し
た
り
、
土
づ
く

り
を
行
っ
た
り
す
る
。
一
方
、
不
耕

起
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
は
①
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
作
業
が
不
要
②
点

を
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
ち
ぎ
の
種
苗
セ

ン
タ
ー
が
増
殖
さ
せ「
原
苗
」に
す

る
。
原
苗
は
、
県
内
14
カ
所
の
フ

リ
ー
苗
生
産
基
地
で
さ
ら
に
増
殖

し
て
、
イ
チ
ゴ
生
産
者
に
届
け
ら

れ
る
。
同
社
は
日
光
地
区
の
生
産

基
地
と
し
て
生
産
・
供
給
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
平
成
26
年
か
ら
夏
秋

イ
チ
ゴ
は
県
内
全
域
向
け
に
生
産
・

供
給
す
る
。
苗
生
産
の
作
業
は
夏

～
秋
が
多
く
、
観
光
園
の
繁
忙
期

に
重
な
ら
な
い
た
め
、
パ
ー
ト
社
員

の
周
年
雇
用
を
可
能
に
し
た
。

栽
培
技
術
の
向
上
や
省
力
化
の

取
り
組
み
に
も
定
評
が
あ
る
。
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
効
率
的

な
経
営
の
た
め
、
す
べ
て
の
摘
み
取

り
用
ハ
ウ
ス
に
、
自
動
換
気
装
置
、

電
照
設
備
、
地
中
加
温
設
備
、
炭

酸
ガ
ス
施
用
設
備
を
設
置
。
収
量

た
。
で
き
る
だ
け
長
く
こ
の
会
社

で
働
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

経
営
の
多
角
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
例
え
ば
、ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

苗
の
生
産
だ
。
同
県
で
は
、
県
農

業
試
験
場
が
供
給
し
た「
原
々
苗
」

に
調
節
で
き
る
。
障
害
の
あ
る
人

用
の
ト
イ
レ
、
ベ
ビ
ー
ベッ
ド
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
も
完
備
。
ト
イ
レ
や
ハ
ウ

ス
に
清
掃
チ
ェッ
ク
表
を
用
意
し
て
、

定
期
的
に
パ
ー
ト
社
員
が
見
回
っ
て

い
る
。業

務
が
拡
大
す
る
中
で
、
パ
ー

ト
社
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
４
月
に
は

県
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
た
女
性

（
20
）
を
正
社
員
で
採
用
し
た
。

育
苗
ハ
ウ
ス
で
の
作
業
を
担
当
し
て

お
り
、「
観
光
農
園
に
関
心
が
あ
っ

滴
に
よ
る
か
ん
水
装
置
な
ど
を
設

置
し
た
ま
ま
で
Ｏ
Ｋ
③
肥
料
は
畝

部
分
だ
け
の
撒
布
な
の
で
、
施
肥

量
を
抑
え
ら
れ
る
―
―
な
ど
、
苗

定
植
前
の
作
業
が
大
幅
に
簡
素
化

さ
れ
て
お
り
、
パ
ー
ト
社
員
に
細
か

い
指
示
を
出
さ
な
く
て
も
作
業
が

進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
食
味
の
安

定
に
は
圃
場
の
地
力
維
持
が
重
要

で
、
良
質
の
牛
ふ
ん
も
み
殻
堆
肥

を
10
㌃
当
た
り
１
㌧
程
度
投
入
し

て
い
る
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
技

術
も
磨
い
て
き
た
。
イ
チ
ゴ
栽
培

で
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生
は
生
産
量
の
低

下
に
直
結
す
る
問
題
だ
。
そ
こ
で
、

定
植
用
の
苗
を
密
閉
空
間
に
置

き
、
高
濃
度
の
二
酸
化
炭
素
で
ハ
ダ

ニ
類
を
殺
虫
処
理
す
る
防
除
シ
ス

テ
ム
を
い
ち
早
く
導
入
。
さ
ら
に
、

定
植
後
も
ミ
ヤ
コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
等
の

天
敵
を
積
極
的
に
導
入
し
、
化
学

農
薬
に
頼
ら
な
い
総
合
防
除
（
Ｉ

Ｐ
Ｍ
）
を
実
践
し
て
い
る
。
化
学

農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
地

域
の
慣
行
栽
培
の
半
分
以
下
に
抑

え
て
お
り
、
県
の
特
別
栽
培
農
産

物
の
認
証
「
リ
ン
ク
・
テ
ィ
」
を
取

得
。
平
成
19
年
か
ら
は
県
Ｇ
Ａ
Ｐ

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
も
目
指
し
て
い

る
。観

光
イ
チ
ゴ
園
で
経
営
上
の
問

題
点
は
、
摘
み
残
し
の
小
玉
果
や

平
日
の
売
れ
残
り
が
発
生
す
る
こ

と
だ
。
そ
こ
で
、
近
隣
の
洋
菓
子

店
と
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
を
開
発
し

て
、
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
に
混
ぜ
込

む
形
で
新
商
品
誕
生
に
つ
な
げ
た
。

ま
た
、
加
工
メ
ー
カ
ー
と
は
、
ジ
ャ

ム
や
ソ
ー
ス
を
開
発
。
直
売
所
で

の
販
売
の
ほ
か
、
東
京
都
内
の
百

貨
店
を
通
じ
て
ギ
フ
ト
販
売
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
同
社
単
独
で
は

な
く
、
地
元
の
加
工
・
販
売
業
者

と
役
割
分
担
し
て
お
り
、
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
る
。
冷
凍
品
の
需

要
も
多
く
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
天
然
か

き
氷
な
ど
の
移
動
販
売
車
に
よ
る

対
面
販
売
も
計
画
中
だ
。

「
お
客
さ
ま
の
反
応
が
直
接
伝

わ
っ
て
く
る
の
が
観
光
園
の
魅
力
。

笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

い
」
と
話
す
美
保
子
さ
ん
。
浩
明

さ
ん
の
成
功
が
刺
激
と
な
り
、
園

芸
野
菜
の
生
産
を
手
掛
け
る
農
家

も
出
て
い
る
。
浩
明
さ
ん
は
「
農

業
で
地
域
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た

い
。
そ
し
て
、
来
園
者
、
従
業
員

す
べ
て
の
人
が
楽
し
め
る
経
営
に
し

た
い
」
と
展
望
す
る
。

　沼尾さんは、日光と鬼怒川の中間
点で冬場の観光客を呼び寄せるた
めに、敢えて冬の寒さが栽培に向か
ないイチゴ栽培に挑戦し、観光イチ
ゴ園を開園した。現在、リピーターを
含め年間4万5000人もの来園者で
にぎわっており、2500万〜3500万
円の高収益を上げている。
　評価された第１点は、顧客目線で
の観光農園としての取り組みであ
る。1日2回の清掃、ハウス内および
ハウス間通路への敷物の敷設、ハウ
ス内のコート用ハンガーの設置、障
害者に配慮した高さに調節ができる
高設栽培施設の導入など、清潔感
あふれる客に優しいイチゴ園となって
いる。併設している直売所には、障
害者用トイレ、ベビーベッドなども完
備されている。
　第２点は、不適地でのイチゴ栽培
を可能にした高い技術力である。地
中加温装置、炭酸ガス施用設備等
を積極的に導入して高品質イチゴ
生産に結びつけている。また、天敵
利用などの技術で環境に優しい農
園にしているとともに、朝夕の見回り
で異変の早期発見と、迅速な対処
による高品質イチゴの収量確保に
つなげている。
　第３点は、地域の活性化への貢
献である。地域内での健全なウイル
スフリー苗や栃木県全県への夏秋
イチゴ苗供給を担っている。また、地
域のホテル・旅館とタイアップしたツ
アーパックを企画したり、来客の移
動に地元タクシーを利用してもらうこ
とで「冬場に弱い観光地・日光」のイ
メージ払拭に大きく貢献している。
　このような沼尾さんの取り組みは、
高い技術力に基づいた顧客本位の
観光イチゴ園として地域活性化のけ
ん引役となっており、先進的モデルと
して高く評価できる。

ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を
生
産

栽
培
技
術
の
高
さ
も
定
評

加
工
品
の
開
発
や

地
元
洋
菓
子
店
に
も

お
も
て
な
し
の
心
で

リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得

車いす使用者や幼児も摘み取りやすい可動式の高設ベンチ

新卒で採用された正社員の女性

靴が汚れないようにハウス外部にもマットを敷いている

栃木県におけるイチゴフリー苗の供給体制

1年目

2年目

3年目 1年かけて100～200倍に増殖し、
「親株」として供給

「原々苗」を供給

1年かけて約100倍に増殖し、
「原苗」として供給

翌年に親株として使用し、
生産苗を増殖

農業試験場

イチゴ生産者

各地区のフリー苗
生産基地（県内14カ所）

JA全農とちぎ園芸部
園芸資材課
園芸種苗総合センター

「
リ
ン
ク・テ
ィ
」の
認
証
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
て
販
売

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
と
ジ
ャ
ム

地
中
加
温
用
の
パ
イ
プ

大杉 立 委員長
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15 14

日
本
で
の
マッ
シ
ュル
ー
ム
栽
培
は
、

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

き
っか
け
に
始
まっ
た
。
そ
の
３
年
後
、

菅
佐
原
さ
ん
の
両
親
が
千
葉
県
小
見

川
町
（
現
・
香
取
市
）
で
マッ
シュル
ー

ム
栽
培
を
開
始
。
当
時
、
銚
子
の

缶
詰
工
場
が
魚
か
ら
加
工
原
料
の
転

換
を
進
め
て
お
り
、
米
農
家
が
多
い

同
地
域
で
は
副
業
と
し
て
缶
詰
の
原

料
と
な
る
マッ
シュル
ー
ム
の
栽
培
が
広

がっ
た
。

菅
佐
原
さ
ん
は
、
両
親
の
も
と
で

昭
和
47
年
に
就
農
。
５
年
後
に
は
純

子
さ
ん
と
結
婚
し
、
夫
婦
で
マッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
生
産
に
励
ん
だ
。
昭
和
62

年
、
事
業
の
拡
大
を
見
据
え
て
「
芳

源
フ
ァ
ー
ム
有
限
会
社
」
を
設
立
。

徐
々
に
生
産
規
模
を
拡
大
し
、
平
成

27
年
に
は
株
式
会
社
化
を
し
て
社

名
を
「
芳
源
マッ
シュル
ー
ム
株
式
会

社
」
と
し
た
。
社
名
に
マッ
シ
ュル
ー

ム
を
入
れ
た
の
は
「
マッ
シュル
ー
ム
一

本
で
生
き
て
い
く
」
強
い
決
意
の
表

れ
か
ら
だ
と
い
う
。

現
在
、
同
社
は
妻
の
純
子
さ
ん
が

監
査
役
、
平
成
８
年
に
就
農
し
た
長

男
・
徹
哉
さ
ん
（
39
）
が
取
締
役
専

務
を
務
め
る
。
平
成
28
年
の
年
間

生
産
量
は
約
２
７
０
０
㌧
、
売
上
高

は
約
20
億
円
に
上
り
、
正
社
員
70

人
と
パ
ー
ト
社
員
１
７
５
人
を
含
め

た
２
４
５
人
が
働
く
。

マッ
シュル
ー
ム
の
生
産
・
出
荷
の
た

め
、
千
葉
県
・
茨
城
県
で
４
つ
の
プ
ラ

ン
ト
と
１
つ
の
パッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

運
営
。
３
６
５
日
生
産
し
、
元
旦
を

た
。
生
鮮
市
場
で
の
需
要
が
伸
び
る

確
信
が
あ
り
、
会
社
と
し
て
自
立
し

成
長
し
た
い
と
考
え
た
。
だ
が
当
初

は
市
場
で
の
実
績
が
な
く
、
販
売
量

が
少
な
か
っ
た
り
、
採
算
に
見
合
う

価
格
に
な
ら
な
かっ
た
り
し
た
こ
と
が

続
い
た
と
い
う
。

販
路
拡
大
を
模
索
す
る
中
、
マッ

シュル
ー
ム
専
門
商
社
と
出
会
う
。
こ

れ
に
よ
り
、小
売
店
や
実
需
者
（
ス
ー

パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）
へ
の
販
売

に
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
営
業
活
動

に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
当
時
マッ
シ
ュ

ル
ー
ム
は
、
中
国
産
加
工
品
の
影
響

で
「
お
い
し
く
な
い
キ
ノ
コ
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
、
ま
ず
は
マッ
シュル
ー
ム
の

お
い
し
さ
を
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
た
。

自
ら
店
頭
に
立
って
試
食
販
売
を

行
う
な
ど
、“
お
い
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
う
活
動
”
を
展
開
。
家
庭
で

手
軽
に
作
れ
る
マッ
シュル
ー
ム
料
理
の

レ
シ
ピ
も
提
案
し
、「
マッ
シ
ュル
ー
ム

＝
お
い
し
く
て
ど
ん
な
料
理
に
も
合

う
キ
ノ
コ
」
と
い
う
消
費
者
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
菅
佐
原
さ

ん
は
「
一
度
お
い
し
い
と
実
感
し
て

も
ら
え
れ
ば
購
入
に
つ
な
が
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
目
の
前
で
手
に
取
って

も
ら
え
た
時
の
う
れ
し
さ
が
、
生
産

の
原
動
力
に
なって
い
る
」
と
、
当
時

を
振
り
返
る
。

除
く
３
６
４
日
出
荷
の
体
制
を
整
え

て
い
る
。
栽
培
に
必
要
な
培
地
も
関

連
会
社・株
式
会
社
香
取
マッ
シュル
ー

ム
で
生
産
。
こ
れ
ま
で
「
マッ
シュル
ー

ム
の
お
い
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
の
思
い
で
、
多
く
の
転
機

を
乗
り
越
え
て
き
た
。

転
機
の
一
つ
は
、
缶
詰
原
料
か
ら

生
鮮
市
場
向
け
に
販
売
の
主
力
を

転
換
し
た
こ
と
だ
。
平
成
５
年
に
缶

詰
加
工
会
社
へ
の
出
荷
を
停
止
し
、

生
鮮
市
場
へ
の
直
接
出
荷
を
始
め

さ
ら
に
、
栽
培
中
無
農
薬
への
挑

戦
も
大
き
な
転
機
だ
っ
た
。
平
成

15
年
の
改
正
農
薬
取
締
法
の
施
行
で

マッ
シ
ュル
ー
ム
栽
培
に
使
用
で
き
る

農
薬
が
１
種
類
と
な
り
、病
害
虫（
主

に
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
）
が
耐
性
を

持
て
ば
、
そ
の
後
は
対
策
が
な
い
こ
と

への
対
応
が
必
要
だっ
た
か
ら
だ
。

マッ
シュル
ー
ム
の
培
地
作
り
は
、
稲

わ
ら
や
馬
厩
肥
（
ば
き
ゅ
う
ひ
）
を

原
料
と
し
、
３
つ
の
過
程
を
踏
む
。

１
次
発
酵
（
Ｐ
１
培
地
作
り
）、
２

次
発
酵
（
Ｐ
２
培
地
作
り
）
の
後
、

最
後
に
マッ
シ
ュル
ー
ム
の
種
菌
を
培

養
す
る
、
植
菌
（
Ｐ
３
培
地
作
り
）

を
経
て
完
成
す
る
。
培
地
作
り
は

本社・米野井プラント

店頭販売では広告を使って商品をＰＲ

後継者の徹哉さん㊨と菅佐原夫妻

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
ひ
と
す
じ

家
族
で
事
業
拡
大
に
ま
い
進

栽
培
中
無
農
薬
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｐ
３
培
地
生
産
施
設
を
導
入

缶
詰
原
料
か
ら
生
鮮
市
場
向
け
へ

専
門
商
社
と
連
携
し
販
路
拡
大

芳よ
し
も
と源

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社

千葉県北東部に位置し、利根川を挟んで北は
茨城県と隣接している。利根川をはじめ数多く
の河川や水路があり、水利が整っていることが
特徴。冬は雨が少なく乾燥し、夏は雨が多い太
平洋側の海洋性気候である。温暖な気候と肥
沃な農地に恵まれた香取市は、米や多様な野菜
生産が盛んで、首都圏の食料生産地の役割を
担っている。

次
代
を
見
据
え
た
経
営
判
断
と

チ
ャレ
ン
ジ
精
神
で
事
業
拡
大

千
葉
県
香
取
市

個別経営

大賞

代表取締役 菅佐原芳夫さん・監査役 菅佐原純子さん

　
千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
芳
源
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社
は
、
生
鮮
市
場
向
け
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

で
国
内
生
産
の
3
分
の
1
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
代
表
取
締
役
の
菅
佐
原
芳
夫
さ
ん
（
63
）
が
、

妻
の
純
子
さ
ん
（
61
）
と
と
も
に
年
商
20
億
円
の
企
業
を
一
代
で
築
き
上
げ
た
。
缶
詰
原
料
か

ら
生
鮮
市
場
向
け
へ
の
転
換
、
栽
培
中
無
農
薬
の
確
立
な
ど
、
次
代
を
見
据
え
た
経
営
判
断
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
克
服
。「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
消
費
拡
大
に
力
を
入
れ
、
他
企
業
と
の
連
携
や
海
外
進
出
に
も
積
極
的
だ
。

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
こ
だ
わ
り
年
商
20
億
円

千葉県香取市

千葉県

沿　革

菅佐原源治郎、千葉県香取郡小見川町（現・香取
市）貝塚で、缶詰原料用として栽培を開始、創業。

菅佐原芳夫、就農。以降徐々に規模を拡大。

菅佐原芳夫、社長に就任。
12月、芳源ファーム有限会社を設立。

千葉県香取郡小見川町和泉に、和泉プラント４棟
を建設。和泉プラントに事務所を建設。

出荷先を缶詰原料から生鮮市場向けに全面切り
替え。

和泉プラントに５棟増設。

和泉プラントに４棟増設。

和泉プラントに社員休憩室建設。

和泉プラントに４棟増設。

和泉プラントに２棟増設。

和泉プラントに２棟増設。

千葉県香取市米野井に米野井プラント６棟建設。

米野井プラントに３棟増設。

千葉県香取市阿玉台に出荷場建設。

米野井プラントに３棟増設。

１２月、株式会社香取マッシュルーム稼働。

７月、美浦プラントでの生産を開始。

２月、ＪＧＡＰを取得。

６月、芳源マッシュルーム株式会社に社名を変更。

１０月、米野井プラントに６棟増設。

６月、芳源マッシュルームベトナムでの生産を開始。

昭和42

昭和47

昭和62

昭和63

平成5

平成6

平成13

平成14

平成17

平成18

平成19

平成20

平成21

平成22

平成24

平成27

平成28

年 項　目

年間生産量の推移
2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：t）

～昭和61 平成2 平成7 平成12 平成17 平成22 平成27（年）

すが  さ   わら よし  お すが  さ   わら すみ こ
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病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
農
薬
の

使
用
が
欠
か
せ
な
い
が
、徹
哉
さ
ん
は

「
捕
虫
器
や
ハエ
取
り
紙
の
設
置
な

ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
栽
培

中
無
農
薬
に
粘
り
強
く
挑
戦
し
て

き
た
」
と
話
す
。

平
成
22
年
に
３
段
階
の
発
酵
を
経

た
Ｐ
３
培
地
の
生
産
設
備
を
、
日
本

で
初
め
て
関
連
会
社
の
香
取
マッ
シュ

ル
ー
ム
に
導
入
。
そ
の
結
果
、
病
害

虫
の
発
生
原
因
と
な
る
培
地
作
り
を

栽
培
菌
舎
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
、
栽
培
中
無
農
薬
を

確
立
で
き
た
。
Ｐ
３
培
地
生
産
設
備

は
、昭
和
55
年
に
菅
佐
原
さ
ん
が
マッ

シ
ュル
ー
ム
栽
培
の
先
進
国
・
オ
ラ
ン

ダ
で
研
修
し
た
際
に
出
会
い
、
長
年

導
入
を
検
討
し
て
い
た
も
の
だっ
た
。

同
設
備
の
導
入
は
、
経
営
に
３
つ

の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
１
つ
は
、

専
用
の
設
備
で
培
地
を
発
酵
・
殺
菌

し
、
マッ
シ
ュル
ー
ム
の
種
菌
を
十
分

培
養
し
た
後
、
設
備
か
ら
搬
出
し
て

栽
培
菌
舎
に
床
詰
め
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
病
気
を
媒
介
す
る
ク
ロ

バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
の
発
生
リ
ス
ク
が
激

減
し
た
こ
と
。
２
つ
目
は
、
培
地
の

不
足
時
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
Ｐ
３
培
地

を
輸
入
し
て
い
た
が
、
培
地
の
内
製

化
が
可
能
に
な
り
コ
ス
ト
削
減
が
で

き
る
よ
う
に
なっ
た
こ
と
だ
。

３
つ
目
に
、
従
来
の
培
地
生
産
方

法
で
のマッ
シュル
ー
ム
栽
培
は
、
１
坪

当
た
り
の
収
量
が
60
㌔
程
度
だ
が
、

Ｐ
３
培
地
を
用
い
た
収
量
は
１
０
０

㌔
程
度
。
１
坪
当
た
り
約
１・７
倍

の
増
収
効
果
が
得
ら
れ
た
。
平
成

27
年
に
は
輸
入
し
た
Ｐ
３
培
地
と
同

等
の
生
産
量
が
国
産
の
Ｐ
３
培
地
で

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
社
の

生
産
効
率
は
大
き
く
向
上
し
た
。

大
と
技
術
向
上
に
力
を
注
ぐ
。

妻
の
純
子
さ
ん
は
女
性
の
目
線
で

経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
「
家
族
だ
か
ら

こ
そ
率
直
な
話
し
合
い
が
で
き
、
こ

こ
ま
で
経
営
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
す
。
収
穫
を
は
じ
め
、

デ
リ
ケ
ー
ト
な
手
作
業
が
多
い
同
社

の
従
業
員
は
、
約
８
割
が
女
性
だ
。

産
休
や
育
休
の
取
得
を
奨
励
し
て
女

性
が
安
心
し
て
長
く
働
け
る
よ
う
な

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
徹
哉

さ
ん
は
栽
培
中
無
農
薬
を
は
じ
め
栽

培
技
術
の
探
求
を
続
け
、
新
た
な
技

術
導
入
に
も
意
欲
的
だ
。
こ
れ
か
ら

も
個
々
の
経
験
や
強
み
を
生
か
し
て
、

家
族
で
力
を
合
わ
せ
て
い
く
。

　
菅
佐
原
さ
ん
は
千
葉
県
指
導
農

業
士
会
の
視
察
で
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
た
。
現
地
の
活
気
や
、
親
日
的
で

勤
勉
な
国
民
性
に
魅
力
を
感
じ
、
実

習
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。
そ
の

後
、
日
本
で
習
得
し
た
マッ
シュル
ー
ム

栽
培
技
術
を
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
生
か

し
て
も
ら
お
う
と
、
会
社
設
立
を
模

索
。
５
年
の
現
地
調
査
を
経
て
、
平

成
27
年
に
ベ
ト
ナ
ム
現
地
法
人
を
設

立
。平
成
28
年
６
月
か
ら
マッ
シュル
ー

ム
の
生
産
を
開
始
し
、
９
月
に
収
穫
・

販
売
を
始
め
た
。

る
競
走
馬
の
ト
レ
ー
ニン
グ
・
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
多
く
の
厩
舎
が
近
隣
に
あ

る
か
ら
だ
。
ま
た
、
栽
培
が
終
わ
っ

た
培
地
は
堆
肥
と
し
て
近
隣
の
農
家

に
供
給
。
マッ
シ
ュル
ー
ム
堆
肥
は
土

壌
改
良
効
果
が
高
く
、
周
年
供
給

で
き
る
た
め
、
地
域
の
上
質
な
土
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

菅
佐
原
さ
ん
一
家
は
、
家
族
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
や
経
営
で
役
割
を
発

揮
し
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
千
葉
県

指
導
農
業
士
を
務
め
る
菅
佐
原
さ
ん

は
、
同
社
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
る
。
近
隣
の
小
中
学
校
の

社
会
科
見
学
や
県
内
の
高
校
生
への

就
農
啓
発
に
も
携
わ
る
な
ど
、
自
ら

の
経
験
や
事
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
。
さ
ら
に
県
内
外
の
農
家
に
生
産

技
術
を
指
導
す
る
他
、
生
産
培
地

の
販
売
を
通
じ
て
栽
培
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
日
本
のマッ
シュル
ー
ム
の
生
産
拡

千
葉
県
香
取
市
は
、
マッ
シュル
ー

ム
生
産
の
基
盤
で
あ
る
「
Ｐ
３
培
地
」

を
作
る
の
に
不
可
欠
な
稲
わ
ら
や
馬

厩
肥
を
調
達
し
や
す
い
環
境
が
整

う
。
古
く
か
ら
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
茨
城
県
美
浦
村
に
あ

現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
は
キ
ノ
コ
類
を
食

べ
る
文
化
は
あ
って
も
マッ
シ
ュル
ー
ム

は
普
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
日
本
と

同
様
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
対
面
販

売
に
力
を
入
れ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
高
級

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
販
売
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
生
産
量
は

平
成
28
年
の
年
間
60
㌧
か
ら
、
今
後

10
年
で
１
０
０
０
㌧
に
増
産
す
る
計

画
だ
。

一
方
、
国
内
生
産
で
は
、
平
成

27
年
２
月
に
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
。
生

産
規
模
の
拡
大
に
伴
う
販
路
の
拡
大

や
加
工
品
開
発
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
社
内
の
管
理
体
制
と
安
全
衛
生

管
理
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
た
。
さ
ら
に
平
成
32
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
マッ
シ
ュル
ー
ム
を
提

供
す
る
に
は
品
質
の
裏
付
け
が
必
要

と
考
え
、今
後
は
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

の
取
得
も
計
画
し
て
い
る
。

国
内
消
費
で
も
、
こ
れ
ま
で
のマ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
通
じ
て
提
案
に

よ
る
消
費
の
伸
び
し
ろ
が
ま
だ
ま
だ

あ
る
と
見
て
お
り
、
引
き
続
き
“
お

い
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
活
動
”

を
展
開
す
る
方
針
。
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
和
食
で
の
利
用
拡
大

と
加
工
品
の
開
発
だ
。日
常
的
に
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
味
噌
汁
や
炊

き
込
み
ご
飯
、
煮
物
な
ど
、
和
食
の

レ
シ
ピ
を
提
案
し
て
需
要
と
消
費
の

拡
大
を
目
指
す
。 

あ
わ
せ
て
、
Ｐ
３

培
地
の
生
産
や
菌
舎
の
増
設
な
ど
増

産
体
制
の
整
備
も
進
め
る
予
定
だ
。

「
国
内
外
に
マッ
シ
ュル
ー
ム
の
お
い

し
さ
と
魅
力
を
伝
え
、
マッ
シ
ュル
ー

ム
の
消
費
拡
大
を
図
り
た
い
。
い
ず

れ
は
国
内
す
べ
て
のマッ
シュル
ー
ム
を

国
産
に
し
た
い
」
と
菅
佐
原
さ
ん
。

東
京
で
開
催
さ
れ
る
２
度
目
の
オ
リ

ン
ピッ
ク
を
追
い
風
に
、
国
内
外
の
多

く
の
人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
マッ
シュル
ー
ム
の
生
産
を
目
指
し
て

い
く
。

資
源
生
か
し
循
環
型
農
業
を
実
践

家
族
が
地
域
や
経
営
で
役
割
発
揮

ベ
ト
ナ
ム
の
現
地
法
人
で
生
産
開
始

国
内
外
で
、魅
力
と
お
い
し
さ
発
信

　缶詰用マッシュルーム生産からス
タートして50余年、さまざまな状況変
化への適切な対応を重ねて成功を
収め、生鮮市場向けマッシュルーム
で国内生産の1/3を誇る年商20億
円の企業を一代にして築き上げた。
　評価された第１点は、その時々の
優れた経営判断とチャレンジ精神で
ある。まず、平成5年以降に市場の
将来を予見し、缶詰用から生鮮市
場向けマッシュルームの生産に舵を
切った。次に、平成15年の改正農
薬取締法の施行でこれまで使えてい
た農薬が使えなくなる中で、栽培中
無農薬に取り組んだ。その後、オラン
ダからのP3培地の導入と国内初の
P3 培地生産施設の設置によって
栽培中無農薬の生鮮市場向けマッ
シュルームの大量生産システムを確
立した。
　第２点は、地域との連携である。
P3培地の原料である馬厩肥を安
定的に確保するために近隣のJRA
の厩舎などと契約している。また、使
用後の培地は堆肥化して近くの園
芸農家などに提供している。さらに、
200人を超える従業員が働いてお
り、地域での重要な雇用の場となっ
ている。
　第３点は、菅佐原さん夫妻と後継
者で長男の徹哉さんが役割分担を
明確にしつつ密接に連携して経営し
ていることである。妻の純子さんは女
性消費者の嗜好に合った商品開発
を行い、また、産休・育休を取りやす
い環境づくりなどに取り組んでいる。
徹哉さんは生産現場の中核的存在
で新技術の導入などにも積極的に
取り組んでいる。
　このような芳源マッシュルーム株
式会社の取り組みは、「マッシュルー
ム一本で生きていく」という強い信念
に基づいて業界トップにまで至った
ものであり、家族経営としての高収
益モデルとして高く評価できる。

芳源マッシュルーム株式会社の従業員

家族３人がそれぞれの役割で会社を支える

ベトナム現地法人のスタッフ

純子さんが考案した「肉味噌マッシュルーム」

和食を通じた消費の拡大を目指す

大杉 立 委員長
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永
井
さ
ん
は
両
親
の
父
・
昭
さ
ん

（
84
）、
母
・
ス
ズ
ヨ
さ
ん
（
84
）
の

経
営
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和
55
年
に

21
歳
で
就
農
。
当
時
は
「
ニ
ン
ジ
ン

栽
培
で
は
耕
起
に
使
う
ト
ラ
ク
タ
ー

と
ニ
ン
ジ
ン
洗
浄
機
以
外
は
、
機
械

化
さ
れ
て
い
な
かっ
た
」
と
い
う
。
特

に
収
穫
時
期
は
、掘
り
取
り
、選
別
、

箱
詰
め
は
す
べ
て
手
作
業
で
、
家
族

全
員
が
夜
遅
く
ま
で
作
業
し
て
い

た
。

化
体
系
を
実
現
し
た
。
平
成
10

年
に
カ
ン
シ
ョ
の
栽
培
を
や
め
、
ニ

ン
ジ
ン
と
タ
マ
ネ
ギ
に
生
産
品
目

を
絞
っ
た
。
そ
の
結
果
、
作
業
管

理
が
容
易
に
な
り
労
働
が
平
準
化
。

規
模
拡
大
が
可
能
に
な
り
、
担
い

手
の
い
な
い
圃
場
を
借
り
受
け
て

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
た
。

永
井
さ
ん
の
経
営
面
積
は
５・８
㌶

（
借
地
は
３・８
㌶
）
で
、ニン
ジ
ン
２・

９
㌶
、
タ
マ
ネ
ギ
２・８
㌶
な
ど
を
栽

培
す
る
。
就
農
当
時
と
比
べ
て
ニ
ン

ジ
ン
作
付
面
積
は
２・４
倍
、
タ
マ
ネ

ギ
作
付
面
積
は
５・６
倍
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
ニ
ン
ジ
ン
で
は
収
穫
機
導

入
に
続
き
、
地
域
で
初
め
て
重
量

選
別
機
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
異
物
除
去

機
、
積
み
下
ろ
し
用
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
を
導
入
。
機
械
作
業
が
で
き
る

よ
う
に
、
大
型
の
倉
庫
兼
作
業
場

を
増
築
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
省
力

的
な
選
果
ラ
イ
ン
を
設
置
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
で
は
収
穫
機
、
タ
マ
ネ

ギ
ピ
ッ
カ
ー
（
掘
り
起
こ
し
た
タ
マ

ネ
ギ
を
コ
ン
テ
ナ
に
拾
い
込
ん
で
い

く
機
械
）
を
導
入
し
、
乾
燥
用

プ
レ
ハ
ブ
の
設
置
で
、
機
械
化
に
よ

る
収
穫
乾
燥
調
製
作
業
の
省
力

一
部
の
圃
場
は
ニ
ン
ジ
ン
終
了
後

に
タ
マ
ネ
ギ
を
定
植
し
周
年
利
用
し

て
い
る
が
、
多
く
は
ニ
ン
ジ
ン
ま
た
は

タ
マ
ネ
ギ
終
了
後
に
緑
肥
を
栽
培

し
、
土
づ
く
り
を
す
る
。
ニン
ジ
ン
の

品
種
は
、
種
苗
会
社
と
共
同
開
発

し
た
部
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｆ１
品
種

「
へ
き
な
ん
美
人
」
シ
リ
ー
ズ
４
品
種

と
在
来
品
種
の
「
碧
南
鮮
紅
五
寸
」

で
、
11
月
下
旬
か
ら
翌
年
の
３
月
下

旬
ま
で
出
荷
。
タ
マ
ネ
ギ
は
、
水
に

さ
ら
さ
ず
に
生
で
食
べ
ら
れ
る
サ
ラ

ダ
た
ま
ね
ぎ
を
２
品
種
栽
培
、
普

通
タ
マ
ネ
ギ
を
早
生
品
種
か
ら
晩
生

品
種
ま
で
７
品
種
を
組
み
合
わ
せ
、

４
月
上
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
出

荷
し
て
い
る
。

の
圃
場
で
も
試
験
し
て
「
て
ま
な
し

く
ん
」
肥
料
を
開
発
し
た
。
こ
の
肥

料
を
使
う
こ
と
で
播
種
前
の
施
肥
作

業
時
間
は
半
分
に
な
り
、
追
肥
作

業
を
削
減
。
10
㌃
当
た
り
13
時
間

が
２・５
時
間
に
な
っ
た
。
施
肥
量
も

10
㌃
当
た
り
４
１
０
㌔
か
ら
２
８
０

㌔
と
削
減
し
た
。
栽
培
方
法
の
改

善
や
土
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
ニ

ン
ジ
ン
の
10
㌃
当
た
り
収
量
を
就
農

当
時
の
３・８
㌧
か
ら
７・７
㌧
と
２
倍

に
引
き
上
げ
た
。
品
質
的
に
も
、
芽

が
出
た
後
に
不
要
な
株
を
間
引
き

す
る
な
ど
し
、
秀
品
率
を
向
上
さ
せ

た
。ニン
ジ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
と
も
単
収
は
、

全
国
平
均
の
２
倍
程
度
と
高
い
。

永
井
さ
ん
の
父
・
昭
さ
ん
が
育
成

し
た
ニン
ジ
ン
「
碧
南
鮮
紅
五
寸
」
は

主
力
品
種
と
し
て
長
い
間
栽
培
さ
れ

て
き
た
。
平
成
に
入
り
大
手
量
販

店
で
は
3
～
5
本
入
り
の
袋
詰
め
が

主
流
と
な
り
、
長
さ
の
揃
っ
た
ニン
ジ

ン
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
。
そ

こ
で
永
井
さ
ん
は
、
研
究
意
欲
の
あ

る
生
産
者
を
集
め
て
「
生
産
振
興

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
品
種
育

成
試
験
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

「
へ
き
な
ん
美
人
」
シ
リ
ー
ズ
４
品
種

が
誕
生
。
研
究
会
長
で
あ
る
永
井
さ

ん
は
「
一
人
で
頑
張
って
も
産
地
は
発

展
し
な
い
。
技
術
な
ど
を
す
べて
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
く
。
若
い
世
代
に
経
験

永
井
さ
ん
の
圃
場
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
た
め
、
地
下
水
位
が
高

い
。
そ
の
た
め
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で

圃
場
に
傾
斜
を
つ
け
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー

で
暗
渠
を
作
り
地
下
水
位
を
下
げ

た
。
生
育
に
合
わ
せ
て
土
寄
せ
を
行

い
、
ニン
ジ
ン
の
長
さ
（
20
㌢
）
以
上

の
高
畝
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
で
、
降
水
量
の
多
い
年
で
も
ニ

ン
ジ
ン
が
短
根
化
し
た
り
、
先
が
腐
っ

た
り
せ
ず
、
形
の
良
い
肌
質
の
き
れ
い

な
ニン
ジ
ン
を
生
産
で
き
て
い
る
。

施
肥
で
は
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連

に
、
基
肥
と
追
肥
＋
土
壌
改
良
材
を

加
え
た
一
発
肥
料
を
提
案
。
自
身

を
伝
え
て
、
後
継
者
を
育
成
し
産
地

の
維
持
、振
興
に
努
め
た
い
」と
話
す
。

永
井
さ
ん
は
新
規
就
農
希
望
者

を
育
成
す
る
た
め
農
事
組
合
法
人

「
碧
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、
碧

南
市
、
常
滑
市
、
武
豊
町
の
耕
作

放
棄
地
49
㌶
を
活
用
し
、
営
農
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
る
。
同
法
人
は

従
業
員
４
人
、
常
雇
用
４
人
態
勢
で

露
地
野
菜
と
稲
作
に
取
り
組
む
。
こ

れ
ま
で
に
３
人
が
独
立
し
て
い
る
。

平
成
26
年
に
は
長
女
・
千
春
さ
ん

（
33
）
が
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
た
。
千

春
さ
ん
は
野
菜
ソ
ム
リ
エ・
上
級
プ
ロ

と
し
て
、
勉
強
会
の
講
師
や
料
理
方

法
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
。
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

を
通
じ
て
、「
へ
き
な
ん
美
人
ニ
ン
ジ

ン
」
の
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
、

消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
妻
の

由
美
さ
ん
は
平
成
22
年
に
農
村
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
認
定
。
経
理
や
パ
ー

ト
作
業
員
の
管
理
を
担
当
。
野
菜
ソ

ム
リ
エ
の
資
格
を
取
得
し
、
地
元
小

学
校
の
食
育
活
動
を
し
て
い
る
。

産
地
の
品
質
の
高
さ
を
消
費
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
平
成
29
年
に

碧
南
市
で
「
第
１
回
全
国
に
ん
じ
ん

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国

７
産
地
が
参
加
し
、
ニン
ジ
ン
の
消
費

拡
大
を
テ
ー
マ
に
検
討
。
永
井
さ
ん

は
「
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
ニ
ン
ジ
ン
を

も
っ
と
魅
力
的
に
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
た
。
色
、
味
（
糖
度
）
は
評
価

さ
れ
た
が
、
用
途
が
課
題
。
ト
マ
ト

の
よ
う
に
、
サ
ラ
ダ
用
、
煮
物
用
な

ど
、
こ
の
料
理
に
は
こ
のニン
ジ
ン
と
い

う
考
え
方
だ
。
今
後
は
そ
う
い
う
視

点
で
品
種
開
発
を
し
た
い
」
と
次
の

課
題
を
見
据
え
て
い
る
。

3世代で経営する永井さん家族

収穫機を使ったニンジン収穫

３
世
代
で
５・８
㌶
を
経
営

機
械
化
で
規
模
拡
大
を
実
現

永
井
是
充
さ
ん
・
由
美
さ
ん

碧南市は、北は湖沼の油ヶ淵、東は矢作川、
南・西は衣浦湾と周囲を水に囲まれている。地
形は碧海台地と矢作川沖積地からなる平たん
地。平均気温は16.5℃と比較的温暖で、年間
降雨量は1302㍉と県内平均より少ない。国営
矢作川総合農業水利事業明治用水地区工事
で、畑作灌漑パイプラインが整備され、ほぼす
べての圃場に給水バルブが設置されている。

機
械
化
で
生
産
性
向
上

品
種
開
発
進
め
地
域
農
業
を
け
ん
引

愛
知
県
碧
南
市

個別経営

特別賞

　

愛
知
県
碧
南
市
の
永
井
是
充
さ
ん（
５８
）、由
美
さ
ん（
５８
）
夫
妻
は
、
施
設
園
芸
が
盛
ん
な

地
域
で
露
地
栽
培
の
ニ
ン
ジ
ン
と
タ
マ
ネ
ギ
を
生
産
し
て
い
る
。
収
穫
機
械
の
導
入
と
効
率
的
な

選
果
ラ
イ
ン
設
置
で
労
働
時
間
を
削
減
、
多
収
技
術
も
確
立
し
て
高
い
生
産
性
を
確
保
す
る
。

長
さ
の
揃
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
を
種
苗
会
社
と
共
同
開
発
し
、
販
売
力
を
強
化
。
両
親
、
永
井
さ
ん

夫
妻
、
長
女
と
い
う
３
世
代
に
よ
る
経
営
改
善
の
成
果
と
し
て
農
業
所
得
は
愛
知
県
の
施
設
園

芸
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
も
高
水
準
を
達
成
、
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
で
高
水
準
の
農
業
所
得

愛知県碧南市

愛知県

タマネギピッカーを使い収穫する由美さん

肥
料
開
発
や
品
種
育
成

若
い
世
代
に
経
験
伝
え
る

就
農
支
援
へ
農
業
法
人
設
立

産
地
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

5月4月品種品目 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
作付体系

碧南美人90
碧南美人92
碧南美人100
碧南美人110
碧南鮮紅五寸

ニ
ン
ジ
ン

タ
マ
ネ
ギ

浜笑、KA948
レクスター、
七宝早生7号

ターザン、さつき

アドバンス、
アンサー、ヒーロー

播種 定植 収穫

永井是充さん・由美さん
なが  い  これ みち ゆ　み
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み
ら
い
す
青
生
の
あ
る
美
里
町
は
、

鳴
瀬
川
が
貫
流
す
る
肥
沃
な
平
た

ん
地
に
あ
り
、
古
く
か
ら
穀
倉
地
帯

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
青
生
地
区

も
水
稲
栽
培
が
中
心
だ
っ
た
が
、
転

作
面
積
の
増
加
や
米
価
の
下
落
が
続

き
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も
相

ま
って
地
域
農
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
16
年
の
圃

場
整
備
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
機
械

生
し
た
。
組
織
名
の
「
み
ら
い
す
」

に
は
「
ラ
イ
ス
（
米
）
を
基
盤
に
地

域
の
未
来
を
明
る
く
し
よ
う
」
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

や
施
設
を
共
同
利
用
す
る
機
運
が

高
ま
っ
た
。
平
成
19
年
に
地
域
の
48

人
で
松
ヶ
崎
集
落
営
農
組
合
を
設

立
。
さ
ら
に
集
落
で
の
話
し
合
い
を

進
め
、
平
成
20
年
に
は
総
農
家
戸
数

86
戸
で
松
ヶ
崎
農
用
地
利
用
改
善

組
合
を
結
成
し
た
。

こ
の
改
善
組
合
で
の
農
地
利
用
調

整
を
受
け
、
松
ヶ
崎
集
落
営
農
組
合

は
作
業
受
託
を
始
め
た
。
そ
の
後
、

勉
強
会
や
集
落
営
農
研
修
会
を
開

い
て
法
人
化
に
向
け
た
合
意
形
成
を

目
指
し
、６
年
後
の
平
成
26
年
１
月
、

組
合
員
28
人
で
み
ら
い
す
青
生
は
誕

齋
藤
昌
徳
代
表
理
事
組
合
長

（
70
）
は
「
地
域
で
農
業
を
し
て
き

た
人
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
続
け
る

人
、
そ
し
て
共
同
作
業
に
出
役
で
き

る
人
が
組
合
員
に
な
っ
て
い
る
。
実

際
に
農
業
に
携
わ
れ
る
人
た
ち
が
集

ま
っ
た
」
と
話
す
。
法
人
は
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
。
地
域
内

で
農
地
を
手
放
す
人
が
出
た
時
は
、

法
人
が
農
地
を
買
い
取
って
遊
休
地

の
解
消
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

齋
藤
代
表
は
平
成
19
年
の
集
落

営
農
組
合
設
立
時
、
松
ヶ
崎
集
落

営
農
組
合
の
組
合
長
に
就
任
し
、
平

成
26
年
の
み
ら
い
す
青
生
の
発
足
と

と
も
に
代
表
理
事
組
合
長
に
就
い

た
。作

業
は
主
に
大
型
機
械
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
５
人
が
専
従
で
受
け
持
つ
。

ほ
か
の
組
合
員
は
兼
業
農
家
が
中
心

で
、
水
稲
作
で
は
か
ん
水
・
畦
畔
の

草
刈
り
、
収
穫
作
業
時
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
運
転
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

宍
戸
健
専
務
理
事
（
51
）
は
「
自

分
た
ち
の
土
地
は
自
分
た
ち
で
守

る
、
と
い
う
信
念
の
も
と
に
米
に
頼

ら
な
い
で
転
作
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

土
木
の
コン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
働
き
、

F
O
E
A
S
の
受
注
経
験
も
あ
っ
た
。

「
水
が
不
足
し
た
ら
ポ
ン
プ
が
あ

れ
ば
いつ
で
も
確
保
で
き
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
ポ
ン
プ
は
維
持
費
や

電
気
代
な
ど
問
題
も
あ
る
」
た
め

F
O
E
A
S
に
注
目
。
齋
藤
代
表

が
中
心
と
な
って
勉
強
会
や
先
進
地

視
察
で
F
O
E
A
S
が
有
効
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
、
２
年
の
年
月
を

か
け
て
組
合
員
の
理
解
を
深
め
、
賛

同
を
得
た
。

F
O
E
A
S
は
圃
場
に
埋
設
さ
れ

た
パ
イ
プ
が
地
下
か
ん
水
と
暗
渠
排

水
を
行
う
２
つ
の
機
能
を
持
ち
、
地

下
水
位
を
容
易
に
調
節
で
き
る
。
こ

れ
に
よ
り
水
稲
単
作
か
ら
転
作
作
目

の
拡
大
を
図
り
、新
た
に
麦
を
追
加
。

水
稲
を
中
心
に
大
豆
、
麦
を
２
年
３

作
で
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
栽
培

体
系
を
確
立

し
た
。

平
成
28
年

度
の
作
付
面

積
は
主
食
用

米
25
㌶
、
飼

料
用
米
31
㌶
、

大
豆
38
㌶
、

小
麦
19
㌶
、

野
菜
8
㌶
。

共
同
で
農
作
業
を
す
る
こ
と
で
農
業

所
得
も
増
え
た
」
と
話
す
。
集
落

営
農
組
合
設
立
時
、
個
人
所
有
の

農
業
機
械
な
ど
を
整
理
し
、
法
人
の

一括
所
有
に
し
た
。
宍
戸
専
務
は「
農

業
を
本
気
で
や
り
た
い
」
と
平
成
25

年
末
に
会
社
員
を
辞
め
、
法
人
の
専

従
と
な
って
い
る
。

法
人
化
に
よ
っ
て
経
理
処
理
は
一

元
化
さ
れ
、
組
織
力
の
強
化
に
つ
な

が
って
い
る
。
組
合
員
が
共
同
作
業

で
米・麦・大
豆
な
ど
を
生
産
販
売
し
、

収
支
を
プ
ー
ル
計
算
し
、
収
益
は
農

地
の
持
ち
分
（
経
営
面
積
）
や
出

役
時
間
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
。
さ

ら
に
農
作
業
と
総
務
の
分
離
が
図
ら

れ
、
効
率
的
に
事
業
を
運
営
。
常

勤
役
員
が
年
間
の
作
業
計
画
を
立

て
、
労
力
の
分
散
を
図
る
。

青
生
地
区
で
は
平
成
16
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
集

落
の
圃
場
を
１
㌶
に
大
型
化
す
る
圃

場
整
備
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

F
O
E
A
S
の
導
入
は
、
圃
場
整

備
事
業
の
計
画
時
に
さ
か
の
ぼ
り
、

稼
働
し
た
の
は
平
成
19
年
か
ら
。
当

初
の
計
画
は
水
稲
単
作
で
の
水
利
対

策
と
し
て
ポ
ン
プ
の
設
置
が
検
討
さ

れ
て
い
た
。
齋
藤
代
表
は
長
く
農
業

水
稲
作
で
は
主
食
用
に
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
を
中
心
に
業
務
用
の
「
萌
み
の

り
」、
飼
料
用
米
は
多
収
性
の
「
ま

な
む
す
め
」
を
栽
培
す
る
。
小
麦
は

「
シ
ラ
ネ
コ
ム
ギ
」、
大
豆
は
「
タ
チ

ナ
ガハ
」「
ミ
ヤ
ギ
シ
ロ
メ
」を
作
付
け
。

水
稲
は
４
月
上
旬
に
播
種
し
９
月
下

青い外壁が印象的なみらいす青生の事務所棟と施設

組合員も総出で水稲の苗出し作業トラクターで小麦の踏圧

汎用コンバインで大豆の収穫作業

FOEAS　圃場（給水側）にある用排水ボックスFOEASについて話す齋藤代表㊨と宍戸専務 大型農機を背に齋藤代表（右から2人目）と専任のオペレーターの皆さん

穀物乾燥調製施設内の6基の汎用乾燥機

水
稲
単
作
か
ら
２
年
３
作
の

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

水
田
か
ら
畑
地
転
換
が
容
易
に

転
作
作
物
の
拡
大
図
る

農
事
組
合
法
人  

み
ら
い
す
青あ

お
　
う生

仙台市から40㌔の県北東部に位置する。平成18
年１月、遠田郡内の小牛田町・南郷町が合併して誕
生した。冬季の降水量が少なく、降雪期間も短い。
穀倉地帯として知られる大崎平野の一角にあり、奥
羽山系を源とする鳴瀬川、江合川が町内を貫流し、
この水利に恵まれた農業が町の基幹産業となってい
る。町の面積の約70％を水田や畑地が占める。米や
野菜をはじめ果樹や施設園芸、畜産も盛んだ。

農
地
集
積
し
収
益
性
高
め
る

先
進
技
術
で
品
質・収
量
も
向
上

宮
城
県
美
里
町

集団組織

大賞

代表理事組合長 齋藤昌徳さん
さい とう まさ のり

　

宮
城
県
美
里
町
の
農
事
組
合
法
人
み
ら
い
す
青
生
は
平
成
26
年
１
月
に
、
青
生
地
区
の
農
家

２８
人
で
結
成
さ
れ
た
。
経
営
面
積
は
97
㌶
で
、
地
区
内
の
農
地
の
８０
％
以
上
を
集
積
。
水
稲

＋
麦
＋
大
豆
の
２
年
３
作
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
は
じ
め
園

芸
作
物
の
栽
培
も
手
掛
け
る
な
ど
、
水
稲
単
作
か
ら
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
全
圃
場
に
地
下
水

位
制
御
シ
ス
テ
ム（
F
O
E
A
S
＝
フ
ォ
ア
ス
）を
導
入
し
て
、地
下
灌
漑
や
排
水
が
容
易
に
な
り
、

農
作
物
の
品
質
や
収
量
の
向
上
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

「
ラ
イ
ス
」
を
基
盤
に
地
域
の
未
来
を
明
る
く

宮城県美里町

宮城県
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旬
に
収
穫
、
小
麦
は
10
月
下
旬
か
ら

播
種
し
６
月
下
旬
に
収
穫
、
大
豆
は

５
月
下
旬
に
播
種
し
11
月
上
旬
に

収
穫
し
て
い
る
。

10
㌃
当
た
り
の
収
量
は
主
食
用

米
５
４
５
㌔
、
飼
料
米
６
７
１
㌔
、

大
豆
２
３
０
㌔
、
小
麦
５
３
５
㌔
。

大
豆
や
小
麦
で
は
県
平
均
を
大
き

く
上
回
る
収
量
を
確
保
し
て
い
る
。

特
に
大
豆
は
過
去
に
同
３
０
０
㌔
を

達
成
し
、
常
に
２
３
０
㌔
以
上
を
維

持
す
る
。
大
豆
作
は
５
、６
月
ご
ろ
の

梅
雨
前
の
乾
燥
に
よ
り
播
種
後
の
出

芽
揃
い
が
悪
い
こ
と
が
低
収
の
要
因

に
な
る
。
F
O
E
A
S
で
播
種
後
に

適
宜
か
ん
水
（
地
下
水
位
の
上
昇
）

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
播
種
か
ら
収
穫
作
業

ま
で
を
体
験
す
る
。
給
食
で
全
校

児
童
が
収
穫
し
た
作
物
を
食
べ
る

ン
な
ど
。
一部
は
契
約
栽
培
し
、
販

路
拡
大
に
も
努
め
る
。
Ｊ
Ａ
み
ど
り

の
が
経
営
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズマ
ー
ケ
ッ

ト
「
元
気
く
ん
市
場
」
で
も
販
売
し

て
い
る
。

園
芸
部
門
の
主
力
は
、
１
・
７
㌶

栽
培
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
。
女
性

組
合
員
が
中
心
に
な
っ
て
圃
場
の一

角
に
７
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で

「
と
う
も
ろ
こ
し
の
直
売
店
」
を
設

置
。
朝
ど
り
・
茹
で
た
て
ト
ウ
モ
ロコ

シ
を
販
売
す
る
。
品
種
は
「
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シュ
」
で
、
地
元
だ
け
で
な
く

仙
台
か
ら
買
い
に
来
る
人
が
い
る
ほ

ど
人
気
が
あ
る
。

小
学
生
の
農
作
業
体
験
学
習
も

受
け
入
れ
て
い
る
。
町
立
青
生
小

学
校
に
協
力
を
し
、
低
学
年
が
ト

成
25
年
か
ら
専
用
の
ド
リ
ル
シ
ー

ダ
ー
を
本
格
導
入
し
、
１
人
１
日
7

㌶
の
播
種
が
可
能
に
な
り
、
従
来
の

移
植
と
比
べ
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
と

な
っ
た
。「
F
O
E
A
S
は
地
下
か
ら

水
を
供
給
し
て
湿
ら
せ
る
の
で
発
芽

に
有
効
。
苗
を
作
る
こ
と
が
な
い
。

代
か
き
や
田
植
え
の
必
要
も
な
い
」

と
、
齋
藤
代
表
は
省
力
化
の
効
果

を
強
調
す
る
。

主
食
用
米
は
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
と
提

携
し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
慣
行
栽
培
よ
り
半
減
し
た
環
境

保
全
米
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
米

は
組
合
員
に
は
安
価
で
直
売
す
る
。

飼
料
用
米
は
近
隣
の
畜
産
農
家

に
販
売
す
る
。
美
里
町
は「
仙
台
牛
」

で
有
名
な
黒
毛
和
牛
の
生
産
が
盛

ん
。
法
人
は
稲
わ
ら
や
も
み
殻
も
畜

産
農
家
へ
供
給
、
ま
た
牛
の
堆
肥
は

土
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
、
耕
畜
連
携

を
実
践
し
て
い
る
。

圃
場
の
大
型
化
や
大
型
機
械
の
導

入
で
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
従
事
し
て

き
た
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
の
場
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
園
芸
部

門
を
立
ち
上
げ
た
。

作
物
は
ト
ウ
モ
ロコ
シ
や
加
工
用
タ

マ
ネ
ギ
、
キ
ャベツ
、
長
ネ
ギ
、
ニン
ジ

が
で
き
る
た
め
出
芽
揃
い
が
非
常
に

良
い
と
い
う
。

水
田
か
ら
畑
への
転
換
も
容
易
に

な
り
、
麦
・
大
豆
に
加
え
、
園
芸
品

目
を
新
規
に
導
入
し
、
収
益
性
の
高

い
農
業
経
営
を
実
現
し
て
い
る
。

水
稲
作
は
省
力
化
と
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
た
め
乾
田
直
播
栽
培
に
も

着
手
し
た
。
乾
田
直
播
の
栽
培
面

積
は
移
植
栽
培
よ
り
多
く
、
平
成

30
年
産
は
35
㌶
を
計
画
す
る
。
平

楽
し
さ
を
通
し

て
農
業
へ
の
親

近
感
を
醸
成
。

地
域
密
着
の

食
農
教
育
に

も
貢
献
し
て
い

る
。ま

た
、
地
域

に
新
た
に
嫁
い

で
き
た
女
性
な

ど
転
入
者
が
地

域
に
馴
染
み
や

す
い
よ
う
、
法

人
が
運
営
す

る
臨
時
直
売

所
な
ど
に
ア
ル

バ
イ
ト
で
雇
い
、

組
合
員
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
つ
く
り
な
が
ら
雇
用
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。

農
産
加
工
な
ど
６
次
産
業
化
は
、

近
隣
の
加
工
業
者
と
共
同
で
自
前

の
大
豆
を
味
噌
や
納
豆
な
ど
に
加

工
し
て
販
売
。
地
産
地
消
の
商
品

と
し
て
組
合
員
や
地
域
住
民
の
引

き
合
い
が
多
い
。

毎
月
第
１
日
曜
日
に
定
例
会
を

開
催
し
毎
回
、
組
合
員
の
ほ
ぼ
全
員

が
参
加
す
る
。
地
区
の
公
民
館
で
冬

季
は
夕
方
６
時
30
分
か
ら
夏
季
は
同

７
時
か
ら
開
く
。

我
妻
卓
美
常
務
理
事（
50
）は「
定

例
会
は
毎
月
の
報
告
や
提
案
の
場

と
な
って
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
組
合
員

が
出
席
し
、一致
団
結
し
た
組
織
運

営
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。
こ
れ

は
同
法
人
が
組
合
員
の
農
地
を
活

用
し
利
益
を
上
げ
る
に
あ
た
って
組

合
員
一人一人
が
出
資
者
で
あ
る
と
い

う
意
識
付
け
と
地
域
の
こ
と
も
含

め
皆
で
考
え
良
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
法
人
の
強
い
意
志
に
共
感
し
て
い

る
か
ら
だ
。

ま
た
、
農
業
生
産
や
地
域
の
活
動

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た
「
み
ら
い

す
通
信
」
を
毎
月
発
行
し
、
平
成

30
年
３
月
現
在
で
49
号
を
数
え
る
。

機
関
誌
の
発
行
は
営
農
組
合
の
発
足

後
か
ら
始
ま
り
通
算
89
号
に
な
る
。

組
合
員
全
戸
に
配
布
す
る
こ
と
で
情

報
の
共
有
化
、
組
合
員
相
互
の
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い

る
。「

農
業
の

元
気
な
地
域

づ
く
り
」
と

い
う
目
標
を

掲
げ
、
平
成

30
年
１
月
で

法
人
発
足
か

ら
５
年
目
を

定
例
会
開
催
や
機
関
誌
発
行
で

情
報
共
有
と
意
思
疎
通
を

　平成26年に青生地区農業の積
極的な担い手28戸で設立された集
落営農組織である。経営面積は97
㌶、地区内の農地の80％以上を集
積しており、ブロックローテーションに
よる「稲作＋畑作」の体系を確立し
ている。
　評価された第１点は、地域農業を
支えるしっかりとした組織形態であ
る。みらいす青生は、地域の農地を
守り、次世代に引き継ぐことを目指す
と同時に、中核的担い手が農業で
生活できる経営を目標として組織され
た。そのため、40代と50代の二人を
中核的後継者と位置付け、オペレー
ター業務を担わせている。また、毎月
の定例会や月刊機関誌「みらいす通
信」などを通じた情報共有と意思疎
通で組織の一体感を維持している。
　第２点は、高い生産性を実現し
ている先進技術である。「主食用
米→小麦→大豆→飼料用米→主
食用米」という作付体系の基盤と
なっているのが、他の地域に先駆け
て導入した地下水位制御システム
（FOEAS）である。このシステムを
圃場全体に導入することで、水管理
の省力化と土壌水分の調節による
作物の多収かつ安定生産に結びつ
けている。
　第３点は、女性、高齢者の活躍の
場の創出である。FOEASを活用す
ることでトウモロコシ、加工用タマネ
ギ、キャベツなどの収益性の高い畑
作物生産も可能となり、それらの栽
培に女性、高齢者も参加することで、
地域の活性化にもつながっている。
　これらの取り組みは、中核的担い
手が十分な農業所得を得つつ、集
団として地域の土地利用型農業を
守り育てていく先進的モデルとして
高く評価できる。

大区画化された圃場で2年3作のブロックローテーションと園芸作目を栽培

圃場のトウモロコシを熱心に観察する地元小学校の児童たち

ドリルシーダーによる乾田直播で省力化

女
性
の
活
躍
の
場
を
提
供

野
菜
の
直
売
も
手
掛
け
る

乾
田
直
播
の
面
積
拡
大
で

大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に

迎
え
た
。

齋
藤
代
表
は
「
共
同
で
農
作
業

す
る
組
織
か
ら
脱
皮
し
、
地
域
農
業

の
受
け
皿
と
し
て
人
材
育
成
や
財
務

体
質
を
強
化
す
る
た
め
会
社
法
人

化
を
検
討
し
て
い
る
。
組
合
員
が
安

心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を

つ
く
り
、米
、麦
、大
豆
の
３
つ
を
柱
に
、

土
壌
に
合
っ
た
露
地
野
菜
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
で
地
域
農
業
を
守
って
い

き
た
い
」
と
今
後
の
構
想
を
話
す
。組合員との情報共有へ機関誌を毎月発行 トウモロコシ畑のわきに直売所を開設

大杉 立 委員長
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Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会
は
、
ヤ
シ

殻
を
培
地
に
し
た
養
液
栽
培
を
主

体
に
年
間
７
５
０
０
～
８
０
０
０
㌧

を
生
産
す
る
全
国
有
数
の
生
産
地

を
誇
る
。
養
液
栽
培
面
積
は
32
㌶

（
施
設
面
積
の
63
％
）で
、一
つ
の
産

地
と
し
て
は
驚
異
的
な
普
及
率
だ

が
、
部
会
内
に
研
究
会
を
設
け
安

定
し
た
技
術
体
系
の
開
発
に
成
功
し

た
こ
と
が
そ
の
要
因
だ
。
部
会
戸
数

は
１
４
９
戸
で
平
均
年
齢
は
55
歳
。

31
億
円
に
、
１
戸
当
た
り
ト
マ
ト
出

荷
金
額
も
１
１
１
７
万
円
が
１
・
９

倍
の
２
０
７
９
万
円

に
拡
大
し
た
。

豊
橋
市
で
の
ト

マ
ト
栽
培
は
、
明

治
40
年
に
冬
春
ト

マ
ト
の
栽
培
に
成

功
し
た
の
が
始
ま

り
。
昭
和
42
年

に
国
の
指
定
産
地

と
な
り
、
年
１
作

の
ト
マ
ト
に
ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
や
ス
イ

出
荷
金
額
は
平
成
18
年
の
約
20
億

円
が
平
成
28
年
に
は
１
・
６
倍
の
約

は
ロッ
ク
ウ
ー
ル
が
主
流
。
だ
が
、
使

用
済
み
ロッ
ク
ウ
ー
ル
の
処
理
が
課
題

だっ
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
地
元
の
農

業
資
材
会
社
と
代
替
培
地
を
検
討
。

有
機
質
と
し
て
畑
に
還
元
で
き
、
導

入
コ
ス
ト
が
安
く
安
定
供
給
で
き
る

ヤ
シ
殻
培
地
を
導
入
し
た
。　

だ
が
、
ヤ
シ
殻
培
地
は
、
栽
培
マ

ニュ
ア
ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
土
耕
よ

り
も
食
味
の
劣
る
ト
マ
ト
や
給
液
量

を
絞
っ
た
栽
培
で
病
気
が
発
生
す
る

な
ど
課
題
が
多
か
っ
た
。平
成
15
年
、

「
養
液
栽
培
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
、
養
液
栽
培
に
関
す
る
課
題
に

取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
課
題
に
応

じ
て
研
究
会
内
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

た
り
１
５
０
万
円
に
設
定
し
、
複
数

の
地
元
農
業
関
連
企
業
に
開
発
を

要
請
。
種
苗
会
社
の
提
案
を
も
と

に
、
ヤ
シ
殻
培
地
「
コ
コ
バ
ッ
グ
R」

と
タ
イ
マ
ー
制
御
方
式
を
組
み
合
わ

せ
た
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
。
平
成

16
年
か
ら
導
入
が
始
ま
り
、
現
在
で

は
部
会
が
「
一番
安
価
な
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
推
奨
す
る
。
ヤ
シ
殻
培
地
を

使
っ
た
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
平
成

29
年
６
月
現
在
で
養
液
栽
培
の
59
％

（
18
・
８
㌶
）
に
達
し
て
い
る
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
向
上

を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
・
開

発
し
た
成
果
を
部
会
員
に
フ
ィ
ー
ド

バッ
ク
し
て
い
る
。

研
究
会
は
ま
ず
、
Ｊ
Ａ
営
農
指

導
課
と
連
携
し
て
、
ト
マ
ト
の
生
育

と
養
液
管
理
の
実
態
把
握
に
取
り

組
ん
だ
。
養
液
栽
培
を
導
入
し
た

全
員
が
統一様
式
で
養
液
管
理
を
記

帳
し
、
記
帳
結
果
は
全
部
会
員
に

公
開
。
部
会
員
は
出
荷
成
績
の
良

か
っ
た
管
理
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
養

液
管
理
に
挑
戦
し
、
さ
ら
に
そ
の
結

果
を
記
帳
し
て
栽
培
改
善
に
取
り

組
ん
だ
。

低
コ
ス
ト
化
も
進
め
た
。
養
液
栽

培
シ
ス
テ
ム
の
導
入
コス
ト
を
10
㌃
当

も
重
視
し
、
平
成
20
年
に
噴
霧
水
耕

（
ス
プ
レ
ー
ポ
ニッ
ク
R）
を
導
入
し
た
。

同
方
式
は
少
量
窒
素
分
施
方
式
な

の
で
草
姿
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
、
密

植
栽
培
が
可
能
。
環
境
制
御
し
た

軒
高
４
㍍
の
高
軒
高
ハウ
ス
で
密
植
し

ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引
す
る
と
、
高
収

量
が
可
能
と
な
る
。
平
成
23
年
度

は
12
人
の
平
均
収
量
が
10
㌃
当
た

り
32
㌧
を
達
成
し
た
。

噴
霧
水
耕
は
直
接
根
に
養
液
を

噴
霧
す
る
た
め
、
高
度
な
給
液
管
理

が
必
要
だ
。
そ
こ
で
研
究
会
は
「
ス

プ
レ
ー
方
式
栽
培

グ
ル
ー
プ
」
を
立

ち
上
げ
た
。
グ

ル
ー
プ
は
各
ハウ
ス

の
炭
酸
ガ
ス
濃
度

や
温
湿
度
を
調

査
。
そ
の
結
果
、

ト
マ
ト
が
ど
の
よ

う
に
肥
料
を
吸

収
し
生
育
に
何

が
必
要
か
分
か
っ

た
と
い
う
。
さ
ら

に
炭
酸
ガ
ス
発
生

装
置
の
導
入
や

炭
酸
ガ
ス
局
所

施
用
方
法
の
開

発
を
行
い
、
日
中

に
不
足
分
を
施

用
す
る
な
ど
総 選果場での目視による外観検査

高糖度トマト栽培グループの圃場研修（ヤシ殻栽培）

永
続
的
な
生
産
基
盤
を
目
指
し

ヤ
シ
殻
培
地
の
養
液
栽
培
導
入

課
題
解
決
へ
新
技
術
を
研
究

成
果
や
情
報
は
部
会
員
に
還
元

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会

豊橋市は愛知県の東南端に位置し、東は弓張山
地を境に静岡県と接し、南は太平洋、西は三河湾に
面している。気候は、年平均気温15.8℃、年間降水
量1514㍉、年間日照時間2359時間と温暖。冬季
は北西の風が強いものの、降雪はまれで晴れの日が
多い。東部山地の麓から豊橋平野が広がり、南部は渥美半島基部の天
伯原台地となっている。市内の施設園芸は、昭和43年に全面通水した
豊川用水に大きく依存。養液栽培の発達に大きく寄与している。

先
進
技
術
の
導
入へ
活
発
な
部
会

活
動
と
情
報
共
有
で
産
地
発
展

愛
知
県
豊
橋
市

集団組織

大賞

部会長 大竹浩史さん
おお たけ ひろ  し

　

愛
知
県
の
Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会
は
、
ヤ
シ
殻
を
培
地
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
養
液
栽
培
や
ハ
ウ

ス
内
の
環
境
制
御
装
置
を
開
発
・
普
及
し
、
安
定
し
た
生
産
技
術
体
系
を
確
立
し
た
。
販
売

面
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
「
赤
く
て
美
味
し
い
豊
橋
ト
マ
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
プ
レ

ミ
ア
ム
品
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
品
ま
で
多
様
な
商
品
を
揃
え
消
費
者
の
心
を
つ
か
む
。
出
荷
金
額
は

平
成
１２
年
か
ら
平
成
２８
年
ま
で
の
１６
年
間
で
倍
増
し
た
。
若
い
後
継
者
も
多
く
、
活
発
な
部
会

活
動
と
情
報
の
共
有
が
産
地
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

ト
マ
ト
養
液
栽
培
や
環
境
制
御
装
置
が
普
及

愛知県豊橋市

愛知県

カ
を
組
み
合
わ
せ
た
作
型
だ
っ
た

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
高
級
果
実

の
価
格
低
迷
が
続
い
た
。
そ
こ
で

収
益
性
向
上
の
た
め
、一部
の
部
会

員
が
ト
マ
ト
年
２
作
の
作
型
を
検
討
。

し
か
し
、
他
の
部
会
員
か
ら
土
壌
病

害
な
ど
に
よ
る
連
作
障
害
の
発
生
を

心
配
す
る
声
が
上
がっ
た
。

そ
こ
で
部
会
は
、
他
産
地
で
導
入

が
始
ま
っ
た
養
液
栽
培
に
注
目
。
若

手
部
会
員
を
中
心
に
「
養
液
栽
培

研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
組
織
さ
れ
、
平

成
12
年
に
３
戸
が
本
格
的
に
養
液

栽
培
を
開
始
し
た
。
当
時
の
培
地

販売金額の推移

16.6億円

平成12年

21.9億円

平成19年

31.2億円

平成28年
0％ 28％

【養液栽培の導入割合の推移】
63％

億円
35

30

25

20

15

10

養
液
栽
培
導
入
開
始
か
ら

販
売
金
額
約
2
倍

JA豊橋

トマト部会の組織及び関係機関との連携（施設園芸クラスター関連図）

組織機構図

東三河農林水産事務所
農業改良普及課・農政課

養液栽培研究会
（目的別活動組織）

JA豊橋トマト部会（149戸）

役員会（9名）
部会長1名、副部会長1名、会計1名
本部役員1名、支部会長5名

企業群
JAあいち
経済連

情
報

参
加

試
作
機
支
援

技
術
要
望

連
携 要

望
推
進

支援

支援

支援

支
援

支
援

連携

第
一
〜
五
事
業
所

愛知県

JA豊橋

豊橋市

営農指導課

青果販売課

イノチオ（株）

トヨタネ（株）

（株）デンソー

第一支部（14名）

第二支部（54名）

第三支部（25名）

第四支部（39名）

第五支部（17名）

平成28年度養液栽培研究会組織図

養液栽培研究会（81戸）

低コストグループ

研究会グループ

養液システム
自己施工グループ
（39戸）

スプレー方式
栽培グループ
（4戸）

微量要素肥料
作製グループ

（トマト56戸）（ミニトマト57戸）

高糖度トマト
栽培グループ
（12戸）
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人
の
間
口
、
内
張
り
カ
ー
テ
ン
、
軒

高
４
㍍
な
ど
の
規
格
を
統
一し
、
風

速
50
㍍
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
条
件

に
入
札
し
た
。
平
成
28
年
度
末
ま

で
に
高
軒
高
ハ
ウ
ス
は
36
棟
（
６・７

㌶
）
建
設
さ
れ
て
い
る
。

合
的
な
管
理
指
標
を
組
み
立
て
た
。

こ
う
し
た
技
術
は
、
ヤ
シ
殻
培
地

の
養
液
栽
培
や
、
土
耕
栽
培
も
含

め
た
ト
マ
ト
栽
培
全
般
に
生
か
さ
れ
、

部
会
全
体
の
収
量
の
底
上
げ
に
つ
な

がって
い
る
。

噴
霧
水
耕
は
ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引

を
す
る
の
で
、
高
軒
高
ハウ
ス
が
必
要

だ
。
そ
の
建
設
コ
ス
ト
を
安
く
す
る

た
め
、
部
会
は
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
課
に

依
頼
し
て
温
室
メ
ー
カ
ー
３
社
の
競

争
入
札
を
実
施
。
導
入
部
会
員
５

員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
愛
知
の
「
生
産
履
歴
シ
ス

テ
ム
」
を
活
用
。
全
施
設
の
生
産
履

歴
記
帳
シ
ー
ト
の
デ
ー
タ
化
を
図
って

い
る
。平

成
24
年
か
ら
は
、
愛
知
県
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
ト
マ
ト
用
に
改
良
し
た
44
項
目

の
チェッ
ク
シ
ー
ト
「
や
ろ
ま
い
シ
ー
ト
」

を
使
っ
た
リ
ス
ク
管
理
に
も
取
り
組

む
。
毎
年
４
月
に
シ
ー
ト
を
配
布
し
、

６
月
下
旬
ま
で
に
全
部
会
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
シ
ー
ト
を
Ｊ
Ａ
が
集
計
し
、

部
会
員
に
報
告
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
基
づ
く
継
続
的
な
改
善
を
実
施

す
る
。

残
留
農
薬
分
析
は
、
生
産
履
歴

記
帳
シ
ー
ト
、
や
ろ
ま
い
シ
ー
ト
な
ど

に
よ
り
工
程
管
理
を
実
施
。
生
産

段
階
の
最
終
安
全
チ
ェッ
ク
と
し
て
、

出
荷
期
間
中
に
抜
き
取
り
検
査
を

行
い
、
分
析
機
関
に
依
頼
し
て
出
荷

物
の
残
留
農
薬
分
析
を
行
って
い
る
。

育
、
糖
度

を
照
ら
し

合
わ
せ
て

養
液
管
理

技
術
を
改

善
。
こ
の

技
術
の
積

み
上
げ
で
糖
度
９
以
上
の
高
糖
度
ト

マ
ト
の
生
産
に
成
功
。
平
成
20
年
に

は
高
糖
度
ト
マ
ト
と
し
て
「
麗
（
れ

い
）」
の
商
標
登
録
も
行
い
、
毎
年

12
～
７
月
ま
で
出
荷
し
て
い
る
。

ヤ
シ
殻
培
地
を
開
発
し
た
種
苗

会
社
と
は
、
そ
の
後
も
培
地
の
改
良

な
ど
の
多
く
の
面
で
協
力
。
ま
た
豊

橋
市
内
に
は
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連
の

試
験
場
「
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、
平
成
24
年
に
高
軒
高
実
証
ハ

ウ
ス
を
建
設
。
愛
知
県
農
業
総
合

試
験
場
、
ト
ヨ
タ
ネ
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

経
済
連
の
３
者
で
「
ト
マ
ト
の
高
収

量
生
産
技
術
の
開
発
」
を
共
同
研

究
す
る
が
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会

と
も
定
期
的
な
現
地
視
察
と
情
報

交
換
を
行
って
い
る
。

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会
は
、
消
費

者
に
安
全
安
心
な
ト
マ
ト
を
供
給
す

る
た
め
、
生
産
管
理
記
帳
や
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
に
部
会

ま
り
、マ
キ
シマ
イ
ザ
ー
を
超
え
る
機

能
で
よ
り
安
価
な
統
合
環
境
制
御

装
置
の
開
発
で
合
意
し
た
。

制
御
ソ
フ
ト
開
発
の
た
め
試
作
機

３
台
が
３
戸
に
設
置
さ
れ
、
生
産

者
は
デ
ー
タ
を
提
供
し
改
良
点
を

提
案
し
た
。
そ
し
て
、
国
産
の
統

合
環
境
制
御
装
置
「
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
」

を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
国
の
「
農

林
水
産
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

導
入
実
証
事
業
」
を
活
用
し
て
生

産
者
８
戸
（
10
台
）
が
導
入
し
、

使
用
し
て
改
善
に
役
立
て
た
。
平

成
28
年
度
末
現
在
で
は
、
マ
キ
シ
マ

イ
ザ
ー
12
台
、
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
19
台

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

収
益
向
上
へ
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
課

と
連
携
し
「
高
糖
度
ト
マ
ト
栽
培
グ

ル
ー
プ
」
も
設
立
し
た
。
互
い
の
ハ

ウ
ス
を
巡
回
し
養
液
管
理
表
と
生

ま
た
、
少
し
で
も
建
設
コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
、
仲
間
同
士
で
協
力
し

あ
う
「
養
液
シ
ス
テ
ム
自
己
施
工
グ

ル
ー
プ
」
を
設
置
。
ま
た
、
液
肥
は

単
肥
配
合
に
取
り
組
ん
だ
。
微
量

要
素
原
液
は
、
個
々
に
作
る
と
手
間

も
コ
ス
ト
も
か
か
る
た
め
、「
微
量
要

素
肥
料
作
製
グ
ル
ー
プ
」
を
組
織
し
、

コス
ト
を
削
減
し
て
い
る
。

高
軒
高
ハ
ウ
ス
のハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘

引
栽
培
が
普
及
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
か
ら
自
然
換
気
に
頼
って
き

た
ハ
ウ
ス
環
境
管
理
で
は
、
植
物
の

生
育
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
なって
き
た
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
２１
年
、
統
合
環

境
制
御
機
器
「
マ
キ
シマ
イ
ザ
ー
」（
オ

ラ
ン
ダ
・
プ
リ
バ
社
製
）
を
日
本
で
初

め
て
導
入
し
た
。

平
成
24
年
、
愛
知
県
の
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
が

「
車
内
の
環
境
測

定
技
術
や
エン
ジ
ン

制
御
技
術
を
農
業

分
野
に
生
か
し
た

い
」
と
い
う
相
談

を
種
苗
会
社
に
持

ち
込
ん
だ
。
そ
こ

で
、
部
品
会
社
、

種
苗
会
社
、
ト
マ

ト
部
会
長
、
Ｊ
Ａ

営
農
指
導
課
が
集

販
売
に
も
力
を
入
れ
る
。
Ｊ
Ａ

豊
橋
ト
マ
ト
部
会
は
、
しっか
り
と
し

た
「
赤
く
て
美
味
し
い
豊
橋
ト
マ
ト
」

を
コン
セ
プ
ト
に
販
売
戦
略
を
展
開
。

Ｊ
Ａ
青
果
販
売
課
と
協
力
し
、
出

荷
先
は
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
く

れ
る
15
市
場
に
絞
り
込
み
、
市
場

と
連
携
し
て
量
販
店
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
売
り
場
面
積
を
獲
得
し
て
い

る
。
糖
度
に
応
じ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
も

進
め
て
い
る
。
平
成
17
年
当
時
は
レ

ギ
ュラ
ー
ト
マ
ト
と
高
糖
度
ト
マ
ト
の

「
麗
（
れ
い
）」
し
か
な
か
っ
た
。
市

場
調
査
を
踏
ま
え
、
糖
度
７
以
上
は

「
美
（
び
）」、
糖
度
６
以
上
は
「
愛

（
め
ぐ
み
）」
と
し
て
商
品
化
し
て
い

る
。
販
売
先
の
絞
り
込
み
、
多
様
な

商
品
展
開
で
、
市
場
価
格
は
他
産

地
を
上
回
っ
て
い
る
。

ト
マ
ト
養
液
栽
培
を
リ
ー
ド
す
る

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会
。
大
竹
浩
史

部
会
長
（
48
）
は
「
生
産
者
一
人

ひ
と
り
が
頑
張
って
き
た
の
で
今
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
よ
かっ
た
。一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら

れ
ず
、生
産
ノ
ウ
ハウ
の
情
報
共
有
で
、

し
っ
か
り
と
し
た
『
赤
く
て
美
味
し

い
豊
橋
ト
マ
ト
』
が
で
き
た
。
環

境
を
制
御
し
た
養
液
栽
培
の
技

術
は
こ
こ
が
ト
ッ
プ
バッ
タ
ー
。
受

賞
を
機
に
さ
ら
に
レ
ベル
ア
ッ
プ
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

安
全
安
心
な
ト
マ
ト
供
給
へ

Ｇ
Ａ
Ｐ
や
生
産
履
歴
の
記
帳

　ＪＡ豊橋トマト部会は、149戸の農
家で構成されており、養液栽培農家
が全体の約2/3を占めている。部会
全体の販売額は16年間で２倍に達
している。
　評価された第１点は、地元企業と
連携した養液栽培技術の導入・普
及である。部会の中に養液栽培研
究会を組織し、地域の企業と連携し
てヤシ殻封入培地ココバッグシステ
ムを開発・改良して低コスト養液栽
培技術を確立した。栽培管理のマ
ニュアル化にも努め、部会全体の約
2/3に普及している。これほど養液
栽培割合の高いトマト部会は他に例
がない。本技術の普及により、トマト
の品質が揃い、また、さまざまな高糖
度トマトを生産することが可能となっ
た。
　第２点は、消費者ニーズを踏まえ
たさまざまなブランドトマトの生産であ
る。消費者ニーズに対応した糖度の
異なるトマトをプレミアムトマトとしてブ
ランド化した。これらのブランドトマトと
レギュラートマトを市場と量販店を絞
り込んで提供することで、差別化に
つなげている。
　第３点は、部会員の自主性を認め
つつ全体としての活力を高く維持し
ていることである。水耕と土耕、企業
的経営と家族経営など部会員の技
術や経営形態は多様であるが、農家
を超えた情報公開を徹底することで
技術の継承・普及につなげ、部会全
体の活力は極めて高い。構成員の
平均年齢が55歳で後継者も29人
確保されていることも貢献している。
　このような部会の取り組みは、競
争激しいトマト部門において活力を
維持し、発展させるための先進モデ
ルとして高く評価できる。

国
産
の
統
合
環
境
制
御
装
置

「
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
」を
開
発・普
及

販
売
を
１５
市
場
に
絞
り
込
み

糖
度
に
応
じ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

平均年齢43歳のＪＡ豊橋トマト部会役員

生産者による配管の施工

「麗」の果実と出荷箱

ラインを流れるトマトの画像処理装置と内部品位センサー（外観と糖度を検査）

51.6

50.1

50.5

7,564

8,053

7,603

14.7

16.1

15.1

3,219,463

3,442,931

3,415,421

平成26年度

平成27年度

平成28年度

トマト部会出荷反省会資料より（年度は、8月～翌年7月までの集計）

部会の作付面積、生産量及び販売額

作目名

トマト

年　度 作付面積
（ha）

生産量
（t）

10a当たり
生産量（t）

販売額
（千円）

注） ・ JA豊橋トマト部会の単価推移は、トマト部会出荷反省会資料
      ・ 愛知、東京は、東京中央卸売市場データ（8月から翌年7月までの平均単価）

市場における生産物の価格水準
単価の推移 （円/kg）

425

428

449

403

393

429

365

370

362

JA豊橋トマト部会

平成26年度

平成27年度

平成28年度

東京中央卸売市場
愛知

東京中央卸売市場
東京

プレミアム出荷向け
高糖度栽培
（手選別）

通常出荷向け栽培
（機械選果）

区分なし

麗（れい）

美（び）

愛（めぐみ）

希（のぞみ）

レギュラー品

パック品

イタリアントマト

贈り物に適した最高級ブランド

手頃な価格のプレミアムトマトブランド

プレミアムトマトの登竜門

糖度6度以上の良食味トマトブランド

食卓と業務を支える豊橋産トマト

パック売り向けの小玉のトマト（規格160g以下/玉）

加熱用トマト

9度以上

7度以上

6度以上

6度以上

－
－
－

規格名称栽培区分 糖 度 特　　徴

トマト商品のブランド位置付け

単位面積当たりの高収量を実現した
噴霧水耕のハイワイヤー誘引栽培

大杉 立 委員長
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同
部
会
は
、
平
成
22
年
に
「
び
ほ

く
農
協
ピ
オ
ー
ネ
生
産
部
会
」
と
し

て
発
足
（
平
成
25
年
に
「
び
ほ
く
農

協
ぶ
ど
う
生
産
部
会
」
に
改
称
）。

中
山
間
地
域
の
厳
し
い
栽
培
条
件
の

中
、
平
均
栽
培
面
積
25
㌃
ほ
ど
の
小

さ
な
農
家
を
結
集
し
た
、
部
会
員

数
６
０
０
人
を
超
え
る
岡
山
県
最
大

の
ブ
ド
ウ
部
会
だ
。

「
生
産
者
所
得
の
向
上
」
を
第一の

目
的
と
し
て
、
均
質
な
出
荷
物
の
安

定
供
給
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
武
器

に
し
た
有
利
販
売
を
実
現
。

栽
培
技
術
の
統一や
加
温

栽
培
・
氷
温
貯
蔵
を

組
み
合
わ
せ
た

長
期
出
荷
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
品
種
導

入
、
輸
出
拡
大
な
ど
、
時
代
に
合
わ

せ
た
課
題
に
向
き
合
い
、
市
場
の
信

頼
を
得
て
い
る
。
8
年
目
の
平
成
29

年
度
に
は
発
足
当
初
か
ら
の
目
標
で

あ
る
「
売
上
金
額
13
億
５
０
０
０
万

円
」
を
達
成
し
、
現
在
も
さ
ら
な

る
成
長
を
続
け
て
い
る
。

内
で
の
品
質
も
均
一
と
な
り
、
市
場

で
の
評
価
が
向
上
。
選
果
場
の
違
い

に
よ
る
格
付
け
の
不
公
平
感
も
払
拭

さ
れ
、
農
家
と
選
果
員
間
の
ト
ラ
ブ

ル
は
激
減
し
た
。
選
果
員
の
負
担
を

減
ら
し
な
が
ら
も
、
農
家
の
出
荷
方

法
は
従
来
と
変
わ
ら
ず
、
デ
メ
リ
ッ

ト
の
み
を
な
く
し
た
。
ま
た
、
選
果

場
か
ら
市
場
への
輸
送
コス
ト
も
低
減

し
、農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
がっ
た
。

色
彩
選
別
カ
メ
ラ
を
導
入
し
た

き
っか
け
は
、
部
会
内
か
ら
「
ト
マ
ト

な
ど
で
は
カ
メ
ラ
導
入
の
例
が
あ
る

実
績
を
上
げ
た
た
め
、
平
成
25
年
か

ら
は
す
べ
て
の
支
部
で
の
プ
ー
ル
精
算

処
理
を
実
現
。
ま
た
、あ
わ
せ
て
バ
ー

コ
ー
ド
に
よ
る
入
力
処
理
を
導
入
し
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
と
省
力

化
に
つ
な
がっ
た
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
有
利
販

売
を
推
進
す
る一方
で
、
各
選
果
場

ご
と
の
選
果
員
に
よ
る
目
視
検
査
の

体
制
は
変
わ
ら
ず
、
選
果
の
精
度

に
は
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
老
朽
化
し
た
既
存

の
選
果
場
を
中
継
基
地
と
し

て
活
用
し
な
が
ら
、
平
成
25

年
に
は
３
支
部
を
集
約
し
て

「
西
部
ぶ
ど
う
選
果
場
」
を
、

平
成
27
年
に
は
残
る
４
支
部

を
集
約
し
て
「
中
央
ぶ
ど
う

選
果
場
」
を
整
備
し
た
。

特
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
た
の
は
、
ブ
ド
ウ
で
は
全
国

初
の
導
入
と
な
る
「
色
彩
選

別
カ
メ
ラ
」
だ
。
果
皮
の
色

づ
き
と
粒
の
隙
間
の
比
率
を

瞬
時
に
読
み
取
り
、
出
荷
箱

単
位
で
４
段
階
の
選
果
規
格

に
判
別
す
る
。
部
会
と
Ｊ
Ａ
、

メ
ー
カ
ー
で
共
同
開
発
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
一
規
格

が
、
ブ
ド
ウ
で
は
で
き
な
い
の
か
」
と

声
が
上
が
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
声

に
部
会
と
Ｊ
Ａ
が
真
摯
に
向
き
合

い
、
導
入
を
実
現
し
た
。

「
部
会
と
Ｊ
Ａ
は
、
車
の
両
輪
の

よ
う
な
も
の
。
同
じ
方
向
を
向
い
て
、

迅
速
に
努
力
が
で
き
る
。
こ
れ
が
び

ほ
く
の
強
み
」
と
話
す
の
は
、
部
会

発
足
当
時
か
ら
部
会
長
を
務
め
る

中
山
喜
祐
さ
ん
（
77
）
だ
。
選
果

場
統
合
時
、
運
悪
く
全
国
的
に
ブ

ド
ウ
が
不
作
と
な
り
思
う
よ
う
に
成

果
が
上
が
ら
な
かっ
た
際
、
統
合
の
メ中央ぶどう選果場

西部ぶどう選果場

中
山
間
地
域
の
力
を
結
集

8
年
目
で
売
上
目
標
達
成

半
世
紀
続
く
ピ
オ
ー
ネ
産
地

５
年
か
け
て
組
織
を
統
合

選
果
場
整
備
で
品
質
安
定

ブ
ド
ウ
で
初
の
カ
メ
ラ
導
入

び
ほ
く
農
協
ぶ
ど
う
生
産
部
会

岡山県の中西部に位置する中山間地域。管内は
高梁市・真庭市（旧・北房町）・吉備中央町（旧・
賀陽町）の2市1町。県下三大河川の一つ、高梁川
が南北に流れ、その両側に標高350〜500㍍の
吉備高原が広がっている。かつては、葉タバコ、養
蚕の産地として栄えていた。現在は、ブドウの他、
桃、トマトなどを中心に、水稲・果樹・野菜・畜産
と幅広く栽培、飼育している。

部
会
統
合
で
中
山
間
地
結
集

全
国
初
ブ
ド
ウ
用
色
彩
選
別
カ
メ
ラ
導
入

岡
山
県
高
梁
市

集団組織

大賞

部会長 中山喜祐さん
なか やま き  すけ

　

び
ほ
く
農
協
ぶ
ど
う
生
産
部
会
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
１７
の
生
産
部
会
や
生
産
組
合
を
統
合

し
、
岡
山
県
内
最
大
の
ブ
ド
ウ
部
会
と
な
っ
た
。
栽
培
技
術
や
出
荷
規
格
の
統
一
、
選
果
場
の

統
合
・
整
備
の
ほ
か
、
ブ
ド
ウ
で
は
全
国
初
と
な
る
「
色
彩
選
別
カ
メ
ラ
」
を
導
入
す
る
な
ど

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
。
安
定
し
た
格
付
け
・
数
量
で
の
出
荷
を
可
能
に
し
、
市
場
で

の
販
売
力
を
強
化
し
て
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

JAびほく

岡山県

産
地
を
け
ん
引
す
る
同
部
会
だ

が
、
発
足
ま
で
の
道
の
り
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
。
高
梁
地
域
で
は
、
昭

和
48
年
の
ピ
オ
ー
ネ
試
験
導
入
以

来
、
当
時
需
要
が
低
迷
し
て
い
た
養

蚕
や
葉
タ
バ
コ
に
代
わ
り
、
栽
培
規

模
が
拡
大
。
県
に
よ
る
無
核
化
技
術

の
確
立
、
ピ
オ
ー
ネ
の
試
験
出
荷
の

成
功
、
畑
地
の
灌
漑
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

整
備
な
ど
も
影
響
し
、
昭
和
53
年

か
ら
昭
和
60
年
前
後
に
か
け
て
計
17

統合以前の管内組織
（平成元年時点15組織）

備中町

川上町

成羽町 賀陽町

有漢町

北房町

高梁市
岡山湯野農協
ぶどう生産組合

備中町農協
ぶどう生産組合

川上町農協
ぶどう部会

成羽町農協
日名畑果樹組合

成羽町農協
中ぶどう組合

宇治ぶどう部会

落合ピオーネ部会

松山ぶどう部会

賀陽町ピオーネ生産組合

池の原果樹協業組合

有漢農協ピオーネ生産部会

北房町農協
ピオーネ部会

中井ピオーネ部会

巨瀬農協ピオーネ部会

松原ぶどう部会

8
年
目
で
売
上
目
標
13
億
5
0
0
0
万
円
を
達
成

びほく農協ぶどう生産部会組織機構図

中央ぶどう選果場

高梁支部
111名, 27.5ha

班 班 班 班 班 班 班

賀陽支部
129名, 33.2ha

班 班 班 班 班

有漢支部
90名, 15.4ha

班 班 班

北房支部
60名, 17.1ha

班 班 班

西部ぶどう選果場

川上支部
63名, 12.1ha

班 班 班 班 班 班 班

備中支部
90名, 27.1ha

班 班 班 班 班

成羽支部
70名, 20.3ha

班 班 班 班 班 班

びほく農協ぶどう生産部会（613名,152.7ha）

明
会
や
代
表
者
に
よ
る
会
議
を
重
ね

た
。
５
年
間
に
わ
た
る
検
討
の
末
、

平
成
22
年
に
部
会
を
統
合
。
当
時

で
会
員
数
６
１
５
人
、
ピ
オ
ー
ネ
栽

培
面
積
１
４
５
・
５
㌶
、
７
支
部
８

選
果
場
体
制
の
大
規
模
部
会
が
誕

生
し
た
。

統
合
後
も
し
ば
ら
く
は
各
選
果

場
が
出
荷
・
精
算
を
行
って
い
た
が
、

平
成
24
年
に
は
４
支
部
が
将
来
を
見

据
え
て
選
果
場
間
の
垣
根
を
取
り

払
い
、
共
同
出
荷
・
精
算
を
開
始
し

た
。
そ
の
結
果
、
先
行
し
た
４
支
部

が
他
支
部
の
平
均
単
価
を
上
回
る

の
ブ
ド
ウ
生
産
部
会
や
生
産
組
合
が

存
在
し
、
独
自
に
活
動
し
て
い
た
。

Ｊ
Ａ
の
広
域
合
併
を
経
て
、
平
成

17
年
か
ら
管
内
の
部
会
統
合
に
向
け

て
協
議
が
始
まった
。
し
か
し
、
栽
培

技
術
や
販
売
方
法
、
選
果
基
準
、
出

荷
箱
が
異
な
る
こ
と
、
統
合
す
る
メ

リ
ッ
ト
の
不
透
明
さ
な
ど
を
理
由
に
、

反
対
す
る
意
見
が
多
く
を
占
め
た
。

一方
、
各
組
織
の
ブ
ド
ウ
の
品
質
、

選
果
精
度
の
ば
ら
つ
き
は
、
産
地
を

成
長
さ
せ
る
た
め
に
解
決
す
べ
き
課

題
だ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
や
統
合
に
前

向
き
な
部
会
が
中
心
と
な
って
、
説

部会役員の皆さん
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リ
ッ
ト
を
疑
問
視
し
た
一
部
の
部
会

員
か
ら
上
が
っ
た
厳
し
い
声
を
、
部

会
長
と
し
て
正
面
か
ら
受
け
止
め
て

き
た
。「
選
果
場
を
作
って
も
ら
って

よ
か
っ
た
」
と
話
す
部
会
員
の
生
産

意
欲
あ
ふ
れ
る
明
る
い
声
に
、
中
山

部
会
長
も
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
。

選
果
場
統
一の
同
時
期
、
果
実
の

隙
間
が
な
い
優
れ
た
房
を
作
る
た
め

マ
ニュ
ア
ル
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。

特
に
、
模
範
的
な
花
穂
の
写
真
を
実

物
大
に
印
刷
し
た
「
花
穂
カ
ー
ド
」

は
、
比
較
し
な
が
ら
整
形
が
で
き
る

と
し
て
好
評
を
得
た
。
部
会
が
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
と
共
同
開
発
し
、
篤

農
家
の
技
術
を
「
見
え
る
化
」
し
た

こ
と
で
、
花
穂
の
整
形
作
業
を
委
託

さ
れ
る
労
働
支
援
者
の
技
術
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

食
味
に
つい
て
は
、
県
農
業
試
験

場
化
学
研
究
室
（
現・
農
業
研
究
所

環
境
研
究
室
）
作
成
の
「
ピ
オ
ー
ネ

の
お
い
し
さ
指
標
」
を
導
入
し
た
。

出
荷
査
定
会
で
果
房
の
糖
度
とｐ
Ｈ

を
計
測
し
、
出
荷
開
始
日
を
決
め
る

２
か
月
間
の
保
存
で
、「
瀬
戸
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
」
は
１
５
３
%
、「
シ
ャ
イ
ンマ

ス
カ
ッ
ト
」
は
１
5
9
%
高
く
取
引

さ
れ
て
い
る
（
平
成
24
～
28
年
平
均

市
場
単
価
実
績
）。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
ピ
オ
ー
ネ

の
等
級
で
最
上
位
と
な
る
「
赤
秀
」

か
ら
、
さ
ら
に
着
色
や
房
型
が
優
れ

た
も
の
を
「
特
秀
」
と
し
て
差
別
化

し
、
高
単
価
で
の
販
売
に
つ
な
げ
て
い

る
。
平
成
29
年
度
に
は
、種
な
し
ピ

オ
ー
ネ
全
体
を
「
天
空
の
実
り
R」、

赤
秀
を「
美
王
R（
び
お
う
）」、
特

秀
を
「
美
王
R
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
名

付
け
、
商
標
登
録
も
完
了
し
た
。

有
名
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
産

地
の
P 

R
や
、関
西
圏
の
果
実
専
門

店
や
百
貨
店
へ
の
売
り
込
み
な
ど
、

さ
ら
な
る
「
び
ほ
く
ブ
ラ
ン
ド
」
の

だ
が
、
夏
季
の
高
温
に
よ
る
着
色
不

良
の
改
善
や
労
働
分
散
に
よ
る
作
付

面
積
の
拡
大
、
消
費
者
ニ
ー
ズへの
対

応
を
目
的
に
、「
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
」

「
瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」「
シ
ャ
イ
ンマ

ス
カ
ッ
ト
」
な
ど
の
新
品
種
も
導
入

し
て
い
る
。
特
に
高
梁
市
が
所
有
す

る
氷
温
冷
蔵
庫
を
活
用
し
、
10
月

に
収
穫
し
た
「
瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」

や
「
シ
ャ
イ
ンマ
ス
カ
ッ
ト
」
を
12
月

の
お
歳
暮
期
に
出
荷
す
る
「
低
温

保
存
出
荷
」
は
、所
得
向
上
に
貢
献
。

が
拡
大
。「
大

口
商
談
に
対

応
で
き
る
信

頼
の
お
け
る

産
地
」
と
し

て
市
場
の
評

価
が
上
が
り
、

農
家
所
得
も

向
上
し
た
。

平
成
20
年
か

ら
輸
出
に
も

取
り
組
ん
で

い
る
。
規
格

別
の
均
質
な

荷
造
り
が
高

い
評
価
を
得

て
、
香
港
や

台
湾
な
ど
で

の
需
要
が
増

し
て
い
る
。

毎
年
、
出
荷
前
の
６
月
に
競
合

産
地
や
市
場
、
小
売
店
に
出
向
き

意
向
を
調
査
し
、
８
月
に
は
取
引

市
場
の
卸
売
会
社
と
「
ぶ
ど
う
販

売
対
策
会
議
」
を
開
催
。
販
売
目

標
の
達
成
に
向
け
て
協
議
を
重
ね

る
。
ま
た
、各
市
場
への
表
敬
訪
問
、

生
産
部
会
長
や
Ｊ
Ａ
組
合
長
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
実
施
し
、
産

地
と
市
場
間
の
信
頼
関
係
を
構
築

し
て
い
る
。

管
内
の
主
力
品
種
は「
ピ
オ
ー
ネ
」

方
法
を
採
用
し
、
早
穫
り
に
よ
る
酸

味
の
強
い
ピ
オ
ー
ネ
の
出
荷
を
減
少

さ
せ
た
。

ま
た
、
高
齢
の
部
会
員
の
間
で
は
、

作
業
遅
れ
に
よ
る
品
質
の
低
下
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
、一部
の
支
部
で

は
地
域
住
民
に
よ
る
作
業
応
援
隊

を
運
営
し
て
い
る
。
し
か
し
、
隊
員

の
確
保
や
技
能
の
向
上
な
ど
の
課
題

も
多
く
、
平
成
25
年
か
ら
は
県
内

企
業
の
農
作
業
受
託
部
門
を
活
用
。

花
穂
の
整
形
作
業
を
依
頼
し
、
高

齢
農
家
だ
け
で
な
く
、
面
積
を
拡

大
し
た
ば
か
り
の
生
産
者
や
不
慣
れ

な
新
規
栽
培
者
に

対
応
し
て
い
る
。

現
在
、
同
部
会

の
出
荷
は
、
関
西

圏
を
中
心
に
7
つ

の
市
場
に
集
約
し

て
い
る
。
平
成
23

年
ご
ろ
に
は
東
京

か
ら
福
岡
ま
で
の

12
市
場
に
出
荷
し

て
い
た
が
、
過
去

の
販
売
実
績
や
競

合
産
地
と
の
市
場

占
有
率
を
基
に

部
会
役
員
会
で

検
討
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
１
市
場

当
た
り
の
出
荷
量

強
化
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
10
月

14
日
（
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
）
を
「
ピ

オ
ー
ネ
旬
感
の
日
」
と
定
め
、
関

西
方
面
で
の
食
育
事
業
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た
、
新
規
就

農
者
や
新
規
栽
培
者
の
育
成
に
も
手

を
抜
か
な
い
。
合
併
以
前
か
ら
続
い

て
い
る
農
業
研
修
生
は
、
毎
年
２
～

３
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
１
カ
月

の
農
業
体
験
研
修
と
２
年
以
内
の
農

業
実
務
研
修
を
行
い
、
平
成
５
年
か

ら
現
在
ま
で
に
、
29
人
が
新
規
就
農

し
て
い
る
。
う
ち
20
人
は
県
外
の
出

身
者
だ
。
ま
た
、
平
成
８
年
に
高
梁

市
が
県
下
の
他
産
地
に
先
駆
け
て
始

め
た
、初
心
者
向
け
の
講
座
「
ニ
ュ
ー

ピ
オ
ー
ネ
ス
ク
ー
ル
」
で
も
、
新
規

参
入
者
を
育
成
す
る
。
Ｊ
Ａ
や
県

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
講
師

と
な
り
、
年
間
８
～
10
回
の
講
習
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
ま
で
に

22
人
が
部
会
に
加
入
し
、
生
産
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動

の
成
果
も
あ
り
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
の
課
題

を
乗
り
越
え
、

管
内
の
栽
培

者
数
、
面
積

は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い

る
。同

部
会
が

掲
げ
る
次
の
目

標
は
、
売
上
金

額
15
億
円
だ
。

中
山
部
会
長
は

「
耕
作
地
や

栽
培
の
相
談
に

乗
る
な
ど
、
び

ほ
く
の
『
仲
間

づ
く
り
』
を
み

ん
な
で
支
え
て

い
く
。
地
域

全
体
で
いい
ブ
ド
ウ
を
作
る
人
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍

に
意
気
込
む
。

　びほく農協ぶどう生産部会は、岡
山県の中山間地域において高品質
ブドウ「ピオーネ」を生産している部
会員613人からなる岡山県最大のブ
ドウ生産組織である。平成29年度
に長年の目標である13億5000万
円の売り上げを達成した。
　評価された第１点は、販売額を伸
ばすための組織改編の取り組みであ
る。以前17あった生産部会を１つに
統合し、また、ＪＡ合併を機に８カ所の
選果場を２カ所に統合した。これらの
改編により部会員全体の意思疎通
が図られ、フットワークよくさまざまな
取り組みを効率よく行える部会となっ
た。
　第２点は、ブドウ品質の高位平準
化のための取り組みである。国内で
初めて色彩選別機を選果場に導入
し、ピオーネの品質を左右する外観
色のばらつきをなくした。また、栽培の
統一マニュアル「虎の巻」や模範的
な花穂の写真カードを作成して栽培
時の品質管理に役立てた。さらに、
びほくピオーネヤング（BPY）という若
手組織が中心となって新技術の導
入も行っている。これらの取り組みで
品質が高まり、市場の高評価ととも
に部会としての交渉力の強化にもつ
ながった。
　第３点は、新規就農者の増加であ
る。部会を中心として研修生を積極
的に受け入れ、充実した技術指導を
行っている。また、後継者のいない農
地を新規就農者に集積する取り組
みなども行っている。これらの取り組
みにより、平成５年以降29人が新規
就農した。
　このような部会の取り組みは、過
疎化、高齢化が進み、後継者育成
が難しい中山間地域でブドウ生産を
活性化させるモデルとして高く評価
できる。

担
い
手
育
成
に
も
注
力

「
び
ほ
く
ブ
ラ
ン
ド
」確
立
へ

栽
培
技
術
統
一で
品
質
改
善

出
荷
市
場
絞
り
優
良
産
地
へ

色彩選別カメラによる選果の様子

色彩選別カメラ

特秀は色づきがよく実が詰まっている

農家の平均経営規模の推移

※その他品種は、シャインマスカット、オーロラブラック、瀬戸ジャイアンツ、翠峰、安芸クイーン他。
※その他品種の経営規模は、その他品種の作付面積の総数÷いずれかのその他品種の生産者数。
　シャインマスカット以外の品種を小面積で栽培している生産者が多い。

24.6a

25.6a

24.9a

22.0a

22.2a

21.4a

2.6a

3.4a

3.5a

ブドウ

平成26年度

平成27年度

平成28年度

うち ピオーネ うち その他品種※

53戸

54戸

52戸

50a以上の
生産者数年度

部門

（JAびほく調べ）

出荷先別の出荷量推移
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t

A 社

B 社

C 社

D 社

E 社

F 社

G 社

H 社
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Ｊ
Ａ
石
垣
牛
肥
育
部
会
は
、Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
八
重
山
支
店
管
内
の
肥

育
農
家
37
人
で
構
成
。飼
養
頭
数
は

約
１
３
０
０
頭
、年
間
７
７
６
頭
の
肉

牛
を
生
産
し
、主
に
石
垣
島
内
の
卸

業・飲
食
店
に
販
売
す
る
。

平
成
６
年
、地
域
の
肥
育
農
家
ら

が
前
身
と
な
る
肥
育
部
会
を
石
垣

島
和
牛
改
良
組
合
の
組
織
下
に
設

立
。肥
育
牛
の
増
頭
や
、関
係
機
関

と
連
携
し
た
販
売
促
進
活
動
で
ブ
ラ

の
イ
ベン
ト
に
は
部
会
員
も
出
席
し
、

お
い
し
さ
を
伝
え
て
き
た
。

そ
の
結
果
、Ｊ
Ａ
石
垣
牛
は
観
光

地・石
垣
島
の
定
番
商
品
と
し
て
広

く
認
知
さ
れ
、訪
日
外
国
人
を
含
む

観
光
客
を
呼
び
込
み
、地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
石
垣
牛
の
販
売
価
格
も

上
伸
を
続
け
て
お
り
、部
会
の

枝
肉
販
売
高
は
平
成
28
年
度
で

９
億
６
７
３
１
万
円
と
、沖
縄
県
全

体（
Ｊ
Ａ
販
売
分
）の
６
割
を
占
め

る
。枝
肉
の
販
売
単
価
も
Ｊ
Ａ
石
垣

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
り
全
国
平
均
よ

り
も
高
く
取
引
さ
れ
て
い
る
。

繁
殖
・
肥
育
の
一
貫
経
営
は
、母

牛
の
能
力
に
合
っ
た
種
雄
牛
の
血
統

を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、品
質
の

高
い
子
牛
を
生
産
。特
に
沖
縄
県
の

種
雄
牛
を
多
く
掛
け
合
わ
せ
、県
種

雄
牛
の
推
進・改
良
に
貢
献
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
だ
一
貫
経
営
は
、生
ま
れ
て
く

る
牛
を
肥
育
管
理
し
、出
荷
す
る
ま

で
の
期
間
が
長
い
。そ
こ
で
、特
に
子

ン
ド
確
立
を
目
指
す
た
め
、平
成
11

年
に
は
現
在
の
Ｊ
Ａ
石
垣
牛
肥
育

部
会
へ
と
移
行
し
た
。

転
機
は
平
成
12
年
の
九
州・沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
だ
。晩
餐
会
で
石
垣
牛
が

ふ
る
ま
わ
れ
、各
国
首
脳
か
ら
称
賛

さ
れ
た
こ
と
で
脚
光
を
浴
び
、メ
デ
ィ

ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

平
成
20
年
に
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

が
地
域
団
体
商
標「
石
垣
牛
」を
取

得
。そ
の
後
も
沖
縄
県
、石
垣
市
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
連
携
し
な
が
ら
、

「
石
垣
島
な
ら
で
は
の
」ブ
ラ
ン
ド
牛

と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。県
内
外

牛
段
階
で
は
放
牧
し
て
足
腰
を
鍛

え
、育
成
期
に
は
年
間
４
～
５
回
刈

り
取
り
で
き
る
自
給
粗
飼
料（
ロ
ー

ズ
グ
ラ
ス・ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ラ
ー
）を
常

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
腹
づ
く

り
を
行
う
。

地
域
特
有
の
温
暖
な
気
候
と
海

か
ら
吹
き
付
け
る
風
に
よ
り
ミ
ネ
ラ

ル
豊
富
な
牧
草
を

子
牛
の
時
か
ら
豊

富
に
摂
取
す
る
こ

と
で
、長
期
の
肥
育

に
耐
え
ら
れ
る
健

康
な
牛
に
育
つ
と
い

う
。ま

た
、自
給
粗
飼

料
を
豊
富
に
与
え

る
こ
と
で
、脂
に
し

つ
こ
さ
が
な
い
お
い

し
い
Ｊ
Ａ
石
垣
牛
の

生
産
が
で
き
る
。Ｊ

Ａ
石
垣
牛
の
食
味

は
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、平
成
29
年

４
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
２
回
銘
柄
食

肉
好
感
度
コ
ン
テ
ス

ト
」で
、同
部
会
は

最
優
秀
賞
に
輝
い
て

い
る
。部

会
長
の
宮
良

出
力
さ
ん（
62
）は

「
一
貫
経
営
は
子

牛
市
場
の
高
騰
に

も
左
右
さ
れ
な
い
、

安
定
し
た
経
営
が

ま
た
、平
成
21
年
に
は
、肥
育
牛

の
専
用
配
合
飼
料
を
統
一
。独
自
の

飼
料
給
餌
マニュア
ル
も
作
成
し
て
肥

育
技
術
の
向
上
に
努
め
、低
コ
ス
ト

と
品
質
向
上
の
両
立
に
取
り
組
ん
で

い
る
。統

一
配
合
飼
料
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、反
対
す
る
部
会
員
も
い
た
が
、

消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
届
け
た

い
、と
い
う
思
い
で
部
会
一
丸
と
な
る

こ
と
が
で
き
た
。

地
元
産
の
飼
料
を
利
用
す
る
こ

と
は
、ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
も
つ
な

が
っ
た
。今
後
は
、地
元
の
パ
イ
ン
粕

の
活
用
も
検
討
し
て
お
り
、現
在
、

加
工
業
者
と
連
携
を
始
め
て
い
る
。

石
垣
島
の
観
光
客
は
平
成
28
年

で
約
１
２
５
万
人
と
年
々
増
加
し
て

お
り
、Ｊ
Ａ
石
垣
牛
の
需
要
は
さ
ら

に
高
ま
って
い
る
。

出
荷
頭
数
の
増
頭
に
向
け
、平
成

24
年
に
は
部
会
員
６
人
が
Ｊ
Ａ
石

垣
牛
生
産
牧
場
組
合
を
設
立
。県

有
地
を
Ｊ
Ａ
石
垣
牛
の
生
産
基
地

と
し
て
運
営
す
る
。平
成
29
年
に
は

Ｊ
Ａ
も
１
０
０
頭
規
模
の
肥
育
牛
舎

を
整
備
し
導
入
を
始
め
た
他
、部
会

員
単
位
で
も
若
手
農
業
者
が
新
規

加
入
し
た
り
、新
た
に
肥
育
牛
舎
を

建
設
し
た
り
し
て
、年
間
出
荷
頭
数

１
０
０
０
頭
を
目
指
し
て
い
る
。

宮
良
部
会
長
は
、「
部
会
で
掲
げ

で
き
る
。石
垣
島
で
生
ま
れ
育
っ
た

安
心・安
全
な
牛
と
し
て
、ア
ピ
ー
ル

に
も
な
る
」と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す

る
。

　
石
垣
島
は
、離
島
の
た
め
輸
送
費

が
か
か
り
、配
合
飼
料
や
畜
産
資
材

な
ど
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
課
題

だ
っ
た
。

そ
こ
で
、平
成
20
年
に
Ｊ
Ａ
全
農

と
協
力
し
て
稲
わ
ら
流
通
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。耕
畜
連
携
を

図
る
た
め
、八
重
山
地
区
水
稲
生
産

部
会
か
ら
日
本
一
早
い
地
元
の
新
米

稲
わ
ら
を
集
め
、肥
育
牛
の
粗
飼
料

と
し
て
利
用
。稲
作
農
家
へ
は
水
稲

の
肥
料
代
金
を
補
助
す
る
。

た
年
間
出
荷
頭
数
を
達
成
す
る
に

は
、若
手
農
業
者
を
さ
ら
に
呼
び
込

む
こ
と
が
必
要
。Ｊ
Ａ
石
垣
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
、部
会
に
入

り
た
い
と
思
う
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
む
。

販
売
面
で
は
平
成
30
年
４
月
に
、

Ｊ
Ａ
石
垣
牛
を
取
り
扱
う
認
定

店
に
、の
ぼ
り
と
認
定
証
を
配
布

し
た
。観
光
客
が
よ
り
安
心
し
て

Ｊ
Ａ
石
垣
牛
を
食
べ
ら
れ
る
環
境

を
整
備
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。今
後

も
八
重
山
の
観
光
産
業
と
結
び
つ

け
た
形
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
視
野
に
入

れ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
方
針

だ
。

「
石
垣
島
な
ら
で
は
の
」

ブ
ラ
ン
ド
牛
確
立
で
地
域
振
興

地
域
の
稲
わ
ら
で
コ
ス
ト
低
減

年
間
１
０
０
０
頭
出
荷
へ

繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で

一
貫
経
営
で
徹
底
し
た
品
質
管
理

J
A
石
垣
牛
肥
育
部
会

石垣島は、八重山諸島の一つで、沖縄本島
から約410㌔の場所に位置している。高温多湿
な亜熱帯海洋性気候に属し、冬季においても
比較的暖かい。7～10月には台風が多く、年間
の降水量も2255㍉と全国でも多い地域。肉
用牛のほか、水稲やサトウキビの生産が行われ
ている。

沖
縄
県
石
垣
市

集団組織

特別賞

部会長 宮良出力さん
みやら いでかつ

　

沖
縄
県
の
Ｊ
Ａ
石
垣
牛
肥
育
部
会
は
、
部
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
繁
殖
・
肥
育
の
一
貫
経
営
を

行
い
、
子
牛
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
も
安
定
し
た
経
営
を
実
現
し
て
い
る
。
配
合
飼
料
の
統
一
や

独
自
給
餌
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
肥
育
技
術
を
向
上
さ
せ
、
J
A
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に

尽
力
。
稲
わ
ら
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
て
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
石
垣
島
内

で
の
消
費
拡
大
を
進
め
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
島
の
観
光
客
に
よ
る
人
気

拡
大
を
受
け
、
出
荷
頭
数
の
増
加
も
進
め
る
。

J
A
石
垣
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
し
頭
数
拡
大

沖縄県石垣島

沖縄県

地
産
地
消
を
重
視
し
て

石
垣
島
の
経
済
活
性
化
に
貢
献

J
A
石
垣
牛
の
取
り
扱
い
認
定
店
に
置
か
れ
る
の
ぼ

り
と
認
定
証

年
間
出
荷
頭
数
1
0
0
0
頭
を
目
指
す
J
A
石
垣
牛
肥
育
部
会
員
ら

部
会
員
は
専
用
配
合
飼
料
を
統
一
し
て
使
う

JA石垣牛肥育部会の飼養頭数・生産量・販売額

（JA八重山地区畜産振興センター取引参照）

年度

平成27

平成28

平成26

飼養
頭数

1,288頭

1,315頭

1,256頭

生産量

719頭

776頭

689頭

単位当たり
生産量

（技重×頭数）

301,892kg

331,720kg

285,701kg

販売額

743,889千円

967,310千円

616,960千円
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非
農
家
出
身
の
三
浦
雅
之
さ
ん
、

陽
子
さ
ん
夫
妻
が
最
初
に
農
業
に

惹
か
れ
た
の
は
、
意
外
に
も
「
予
防

医
学
」
の
視
点
か
ら
だ
。

と
も
に
医
療
・
福
祉
の
現
場
で

働
き
、
多
く
の
高
齢
者
が
要
介
護

者
と
し
て
施
設
に
入
居
す
る
現
実
、

病
院
で
延
命
措
置
を
受
け
、
苦
し

み
な
が
ら
最
期
を
迎
え
る
現
実
を

前
に
、
お
互
い
医
療
・
福
祉
の
あ
り

方
に
つい
て
考
え
続
け
て
い
た
。

新
婚
旅
行
で
介
護
・
医
療
の
最

先
端
を
学
ぼ
う
と
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ

で
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
居
住

区
で
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た

二
人
は
、
そ
こ
で
衝
撃
を
受
け
た
。

出
会
っ
た
の
は
、
幼
い
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役

割
を
持
ち
、
介
護
施
設
な
ど
な
く

高
齢
者
が
元
気
で
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
。
そ
し
て
、
人
々

を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
基
盤
は
、

協
働
で
育
て
て
い
る
主
食
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
。
生
活
文
化
や
儀
式
の
中
心
に

も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
の
日
本
の
農
村
に
も
、
農

を
基
盤
に
し
た
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
帰
国
し

た
二
人
は
、
ま
ず
は
農
的
暮
ら
し
を

実
践
し
よ
う
と
、
平
成
5
年
、
仕

事
の
傍
ら
川
口
由
一
氏
が
主
宰
す
る

「
赤
目
自
然
農
塾
」
に
入
塾
。
並

行
し
て
、「
農
の
近
代
化
」
以
前
の

農
村
の
暮
ら
し
と
、そ
の
基
盤
に
な
っ

て
い
た
作
物
を
求
め
て
、
当
時
住
ん

で
い
た
奈
良
県
内
で
在
来
種
を
発

掘
す
る
た
め
聞
き
取
り
調
査
を
始

め
た
。

当
時
、
奈
良
県
伝
統
野
菜
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
わ
ず
か

９
品
目
。「
県
が
把
握
し
て
い
な
い

だ
け
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
は
ず
」
と
い
う
県
農

林
部
の
飯
田
明
美
さ
ん
（
当
時
）
の

言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
た
と
い
う
。

「
農
作
業
や
村
の
風
習
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
鳥
山
家

で
も
自
家
用
に
在
来
種
を
栽
培
し

て
い
て
、
そ
の
後
、
鳥
山
さ
ん
の
紹

介
で
在
来
種
を
栽
培
す
る
多
く
の

農
家
の
方
た
ち
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
」（
三
浦
さ
ん
）

こ
れ
を
機
に
、「
伝
統
野
菜
の
種

の
交
換
会
」
が
誕
生
。
平
成
13
年

に
は
、
20
年
間
栽
培
さ
れ
る
こ
と
な

く
眠
っ
て
い
た
在
来
種
の
粟
「
む
こ

だ
ま
し
」
の
種
も
発
見
し
た
。
三

浦
さ
ん
の
中
で
、
米
の
普
及
以
前
に

地
域
の
食
を
支
え
て
い
た
粟
と
ネ
イ

テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
集
落
で
出
会
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
姿
が
重
な
っ
た
。

徐
々
に
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
る
中
、
三
浦
さ
ん
夫
妻
は
、

平
成
14
年
、
在
来
種
野
菜
の
発
信

平
成
10
年
に
は
知
人
の
つ
て
で
旧

五
ケ
谷
村
の
遊
休
地
を
借
り
、
週

末
に
通
っ
て
開
墾
を
始
め
た
。
周
囲

か
ら
見
れ
ば
か
な
り
の“
変
わ
り
者
”

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

旧
・
五
ケ
谷
村
は
、
奈
良
市
街

地
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
の
市
東
部
の

中
山
間
地
。
小
規
模
な
２
種
兼
業

や
自
給
農
家
、
定
年
帰
農
が
中
心

で
、
集
落
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

は
皆
無
に
近
い
。
そ
こ
に
飛
び
込
み

農
業
を
始
め
た 

“
変
わ
り
者
”
の
三

浦
さ
ん
が
地
域
に
溶
け
込
む
最
初
の

き
っ
か
け
を
く
れ
た
の
は
、
開
墾
地

の
隣
に
住
ん
で
い
た
鳥
山
悦
男
さ
ん

だ
っ
た
。

拠
点
で
も
あ
り
地
域
交
流
拠
点
に

も
な
る
場
と
し
て
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
清
澄
の
里
・
粟
」
を
開
店
。
２

年
後
に
は
、
在
来
種
の
調
査
・
発
掘

や
農
村
文
化
の
調
査
･
継
承
な
ど

を
目
的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
清
澄

の
村
」
と
、
在
来
種
の
農
産
物
を

生
産
す
る
「
五
ケ
谷
営
農
協
議
会
」

も
誕
生
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
で
は
、

集
落
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
、
西
森
良

純
さ
ん
が
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。『
集
落
内
部
の
人
間
は
、
し

が
ら
み
も
あ
っ
て
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
の
は
難
し
い
。
村
の
未
来
の
た

め
に
“
ヨ
ソ
者
バ
カ
者
”
に
徹
し
て

農家レストラン「清澄の里・粟」

里
山
に
抱
か
れ
る
奈
良
市
精
華
地
区

「
地
域
を
つ
な
ぐ
」存
在
と
し
て

農
と
在
来
種
に
関
心
を
持
つ

「
ヨ
ソ
者
バ
カ
者
」と
し
て

地
域
の
け
ん
引
役
を
任
さ
れ
る

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
核
に

地
域
農
業
者
と
交
流
を
広
げ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟

奈良県北部に位置する人口約35万7000人の中
核市。年間約1500万人が訪れる国際的観光都市で
もある。市中央部は寺社など文化財が数多く残る観
光地、西部は大阪のベッドタウンとして開発が進ん
だ市街地、東部は標高300～600㍍の中山間地。
農業産出額は約40億円で、うち３割が米。経営面積

在
来
種
の
復
活・事
業
化
を
軸
に

兼
業・小
農
地
域
を
活
性
化

奈
良
県
奈
良
市

食の架け橋

大賞

代表 三浦雅之さん
みうら まさゆき

　

平
成
16
年
、
奈
良
市
の
中
山
間
地
・
精
華
地
区
（
旧
・
五
ケ
谷
村
）
で
始
ま
っ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
粟
」
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
清
澄
の
村
」
が
埋
も
れ
て
い
た
奈
良
県
在
来
種
を
調
査
・
発
掘
し
、

「
五
ケ
谷
営
農
協
議
会
」
が
そ
の
在
来
種
を
栽
培
。
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
（
株
）
粟
が
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
提
供
や
加
工
商
品
化
な
ど
6
次
産
業
化
に
つ
な
げ
産
業
創
出
す
る
試
み
だ
。

３
者
連
携
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
は
、
奈
良
市
・
奈
良
県
と
の
協
働
事
業
へ
と
進
展
。
兼
業
農
家
・

定
年
帰
農
が
多
い
地
域
で
、
小
規
模
農
業
を
基
盤
に
し
た
地
域
活
性
化
を
実
現
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
営
農
組
織
・
企
業
の
３
者
連
携
体
制
を
構
築

奈良県奈良市

奈良県

１㌶未満の経営体が約７割、同50㌃未満が約３割と、兼業・自給な
どの小規模経営が多数を占める。

プロジェクト粟の歩み

平成5年

平成10年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成20年

平成21年

平成24年

平成27年

平成29年

三浦夫妻、自然農法の実践者川口由一氏主宰の
「赤目自然農塾」で２年間修業
並行して、奈良県を中心に伝統野菜に関する農業
者の聞き取り調査を開始

奈良市高樋町（旧・五ケ谷村）の遊休農地を借り
開墾開始。農業を始める
奈良県内の在来種調査を本格化。地域農業者と
「伝統野菜の種の交換会」開始

「粟 ならまち店」オープン
㈱粟、第２回奈良県ビジネス大賞優秀賞受賞
奈良県「大和伝統野菜」調査推進事業の調査受託。
報告書作成

㈱粟、奈良県・企業連携事業「ネクストコモンズラボ
奥大和」にパートナー企業として参加
遊休地対策として「シェフズファームプロジェクト」開始

「清澄の里・粟」、ミシュランガイド京都・大阪・神戸・
奈良２０１２でひとつ星獲得

㈱粟、奈良市との官民協働プロジェクト「ｃｏｔｏｃｏｔｏ」
開店。運営受託

奈良県十津川村で粟の県在来品種「むこだまし」の
種子に出会う

農家レストラン「清澄の里 粟」オープン

シバヤギを飼い始める

ＮＰＯ法人清澄の村設立
五ケ谷営農協議会設立

奈良県がブランド化を視野に
「大和野菜」認定事業を開始

㈱粟設立

プロジェクト粟の取り組み概念図

NPO法人清澄の村

伝統野菜で地域活性化

地域資源･文化の継承と地域の課題解決

●在来種の調査･研究･栽培･保存
●地域資源･農村文化の調査･継承
●地域内外の交流
●在来ヤギの保存
●遊休地対策（シェフズファームプロジェクト）

㈱ 粟

在来種の利用発信による産業創出

●農家レストラン経営　
●商品開発
●奈良市との協働事業「cotocoto」
●ネクストコモンズラボ奥大和
   （県事業との協働）

五ケ谷営農協議会

農村集落の維持

●地域営農に関する協議
●在来種の栽培・出荷

企画立案
農産物売買

公益活動と
事業の連携

種子提供･
情報共有

三
浦
雅
之
さ
ん
、陽
子
さ
ん
夫
婦
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く
れ
る
な
ら
、
各
世
代
の
集
落
リ
ー

ダ
ー
を
紹
介
す
る
』
と
地
域
の
核

と
な
る
方
た
ち
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
」（
三
浦
さ
ん
）

そ
の
ひ
と
り
が
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
五
ヶ
谷
営
農
協
議
会
の
創
立
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
で
、
私
立
中
高
一
貫

校
の
国
語
教
師
で
も
あ
る
兼
業
農

家
・
阪
本
慎
治
さ
ん
。

「
兼
業
は
肩
身
が
狭
い
と
思
って
い

ま
し
た
が
、
三
浦
さ
ん
と
出
会
って
、

兼
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
商
業
ベ
ー
ス

に
乗
ら
な
く
て
も
農
や
文
化
の
継
承

を
も
う
一
度
復
活
し
た
い
。
そ
の
思

い
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
僕
た
ち
が
三
浦

さ
ん
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

面
も
あ
り
ま
す
」（
阪
本
さ
ん
）

築
１
４
０
年
の
古
民
家
を
改
装
し
た

「
粟 

な
ら
ま
ち
店
」
を
開
店
。
平

成
27
年
に
は
、
奈
良
市
と
の
官
民

協
働
事
業
と
し
て
、
奈
良
の
魅
力

を
発
信
す
る
カ
フェレ
ス
ト
ラ
ン
「ｃｏ

ｔｏｃｏ
ｔｏ
」
の
運
営
を
受
託
。
ま

た
、
近
畿
大
学
な
ど
と
協
働
で
五

法
を
調
べ
ま
し
た
。
脱

穀
に
足
踏
み
脱
穀
機
、

選
別
に
唐
箕
を
使
っ
た
り

と
試
行
錯
誤
。
た
だ
、

未
経
験
で
伝
統
野
菜
を

い
ろ
い
ろ
作
って
い
る
と
毎

年
発
見
が
あ
り
、
す
べ
て

が
面
白
い
」
と
話
す
。

同
年
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
五
ケ
谷
営
農
協
議

会
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
幅
広
い
事
業
化
に
つ
な

げ
る
た
め
、（
株
）
粟
が

誕
生
。
集
落
の
枠
を
超

え
多
様
な
業
種
の
人
が

集
ま
り
、
地
域
資
源
の

調
査
・
発
掘
や
地
域
活

性
化
の
企
画
立
案
を
担

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
集
落

住
民
で
組
織
し
集
落
・

農
地
維
持
を
担
う
五
ケ

谷
営
農
協
議
会
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
に
本
社
を

置
き
産
業
創
出
を
担
う

（
株
）
粟
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
体
制
が
整
っ
た
。
三
浦
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長
、（
株
）
粟
の

代
表
取
締
役
、
五
ケ
谷
営
農
協
議

会
の
企
画
部
長
と
し
て
、
３
組
織
を

つ
な
ぐ
扇
の
要
と
な
って
い
る
。

平
成
21
年
、「
清
澄
の
里
・
粟
」

の
姉
妹
店
と
し
て
奈
良
市
街
地
の

平
成
17
年
、
奈
良
市
が
「
大
和

野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
視
野
に
認

定
事
業
を
開
始
。
追
い
風
の
中
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ン
バ
ー
の
間
か
ら
、
奈

良
市
観
光
の
目
玉
に
、
発
掘
し
た

粟
品
種
「
む
こ
だ
ま
し
」
で
和
菓

子
を
作
ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
五
ケ
谷
営

農
協
議
会
が
粟
生
産
に
着
手
。
平

成
20
年
、
和
菓
子
「
粟
生
（
あ
わ

な
り
）」
が
商
品
化
さ
れ
た
。

粟
の
生
産
者
の
ひ
と
り
、
稲
野
友

泉
さ
ん
は
、
元
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

の
技
術
者
だ
っ
た
定
年
帰
農
者
。
粟

以
外
に
も
五
ケ
谷
し
ょ
う
が
な
ど
数

多
く
の
在
来
種
を
栽
培
し
て
お
り
、

今
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
清
澄
の
村
」
の

監
事
で
も
あ
る
。

「
む
こ
だ
ま
し
は
、
育
て
方
が
分

か
ら
ず
、
最
初
は
ネ
ッ
ト
で
栽
培
方

　「ＮＰＯ法人・清澄の村」、「五ヶ谷
営農協議会」および「株式会社粟」
の３つの組織が連携するプロジェク
トで、地域を活性化しながら、景観の
保存や消費者への食文化の継承に
取り組んでいる。
　評価された第１点は、各々の取り
組みの高い充実度である。ＮＰＯ法
人・清澄の村は多様な経歴の75人
で構成され、40種類以上の大和伝
統野菜の調査研究、「大和伝統野
菜カルタ」による情報発信などを通
じて地域文化継承に貢献している。
五ヶ谷営農協議会は20人の兼業
農家や定年帰農者で構成され、作り
にくい伝統野菜の栽培に取り組み
地域農業と景観の維持に貢献して
いる。株式会社粟は伝統野菜を用
いたレストラン経営と加工品の開発
で高い評価を得ている。
　第２点は、３つの組織が密接に連
携して大きな効果を上げていることで
ある。ＮＰＯ法人・清澄の村が発掘し
た伝統野菜の種子は五ヶ谷営農協
議会に供給され、そこで生産された
伝統野菜は株式会社粟のレストラン
に提供、加工品の原料となる。６次
産業化で伝統野菜の付加価値は高
まり、生産農家の新たな収入源にな
るとともに種の保存という公益にも
つながっている。
　第３点は、３つの取り組みの立役
者である三浦雅之さんの存在であ
る。三浦さんは株式会社粟でレスト
ラン経営に携わっているが、非農家
出身ながら伝統野菜の栽培にも関
わり、ＮＰＯ法人・清澄の村の公益的
活動も主導している。
　このような取り組みは、地域資源
と食文化を守り、また、伝統野菜の
価値を消費者に広く知らしめる活動
であり、地域の活性化にも大きく貢
献している。食の架け橋的連携のモ
デルとして高く評価できる。

ケ
谷
し
ょ
う
が
を
素
材
に
「
清
澄
ジ

ン
ジ
ャ
ー
ソ
フ
ト
」
を
商
品
化
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
6
次
産
業
化
が

進
行
中
だ
。

た
だ
し
、
同
プ
ロ
ジェク
ト
の
目
的

は
、
あ
く
ま
で
「
生
涯
現
役
で
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」。
6

次
産
業
化
は
そ
の
手
段
で
し
か
な

い
。
地
域
住
民
が
主
役
と
な
っ
て
無

理
な
く
継
続
で
き
る
事
業
規
模
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
農
村

が
持
っ
て
い
た
人
々
の
つ
な
が
り
や
地

域
自
治
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
に

重
き
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
と
事
業
を

進
め
る
。

「
も
と
も
と
伝
統
野
菜
は
、
商

業
栽
培
で
は
な
く
自
給
作
物
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
家
族

が
喜
ぶ
か
ら
、
食
べ
た
い
か
ら
作
る

の
が
基
本
。
私
は
『
家
族
野
菜
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
1
人
年
間

１
０
０
万
円
程
度
の
収
入
に

つ
な
が
る
こ
の
“
小
さ
な
農
”

を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
に
、
実
は
農
村
景
観

を
維
持
し
地
域
の
結
び
つ
き

を
強
め
る
大
き
な
力
が
あ

る
。
戦
後
、
バ
ラ
バ
ラ
に
断

片
化
し
た
、
か
つ
て
農
村
集

落
の
持
っ
て
い
た
機
能
を
拾

い
集
め
、
も
う
一
度
紡
ぎ
直

す
の
が
プ
ロ
ジェク
ト
粟
の
任
務
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
は
言

う
。実

際
、
同
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
始
ま
っ

て
か
ら
「
定
年
後
に
、
田
ん
ぼ
で
伝

統
野
菜
作
り
を
や
ろ
う
か
と
い
う
人

が
ぽ
つ
ぽ
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
い
い
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
」（
前
出・阪
本
さ
ん
）。

定
年
帰
農
者
が
後
継
者
と
な
り

“
小
さ
な
農
”
と
地
域
文
化
を
継
承

し
て
い
く
地
域
農
業
の
形
が
、
徐
々

に
復
活
し
つつ
あ
る
。

平
成
29
年
か
ら
、
新
た
な
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
一つ
は
、
奈

良
県
と
企
業
の
連
携
事
業
「
ネ
ク

ス
ト
コ
モ
ン
ズ
ラ
ボ
奥
大
和
」への
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
の
参
画
だ
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
奥
大
和

地
域
に
や
って
来
た
若
者
を
対
象
に
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
粟
」
が
実
践
し
て

き
た
在
来
種
の
発
掘
・
保
存
・
栽
培
・

起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、
次
世
代

の
起
業
家
育
成
を
目
指
す
。

一方
、
遊
休
地
対
策
と
し
て
「
シェ

フ
ズ
フ
ァ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
奈
良
市
内
の
飲
食

店
の
シ
ェフ
を
対
象
に
市
民
農
園
を

開
設
し
、
自
ら
耕
し
て
食
材
を
生

産
し
て
も
ら
う
。

移
住
・
定
住
人
口
で
は
な
く
、
不

特
定
多
数
の
観
光
・
交
流
人
口
で
も

な
く
、
集
落
に
定
期
的
に
足
を
運

び
、
集
落
の
課
題
を
“
自
分
ご
と
”

と
し
て
考
え
参
画
し
て
く
れ
る
「
関

係
人
口
」
を
増
や
す
の
が
ね
ら
い
だ
。

三
浦
さ
ん
は
言
う
。

「
市
街
地
近
郊
の
中
山
間
地
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
、
小
規
模
兼
業
だ
か

ら
で
き
る
地
域
づ
く
り
。
私
た
ち
は

そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て
、
成
果
を
急
が

ず
、
土
づ
く
り
の
よ
う
に
じ
っ
く
り

と
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
」。

「
関
係
人
口
」も
創
出
し

地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ・営
農
協
議
会・（
株
）粟

3
者
連
携
で
産
業
創
出

奈良市の販売農家･自給的農家比率

自給的農家
44%

主業農家
6%

準主業農家
10%

副業的農家
40%

販売農家
56%

「プロジェクト粟」の事業収入
120000

100000

80000

60000

40000

20000

H26年度 H27年度

（単位：千円）

H28年度
0

在来種約40種類を使うコース料理「ならまちセンター」内にある「cotocoto」

収穫した粟と稲野友泉さん

多
様
な
人
々
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る（
清
澄
の
里
・
粟
で
）

商品化第1号の「粟生（あわなり）」

農村風景から消えつつあるシバヤギの保存も活動の一環

阪本慎治さん一家

大杉 立 委員長
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食
の
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け
橋
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南
さ
ん
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
勤
務
を

経
て
就
農
し
た
の
は
、
都
市
農
地
の

宅
地
化
を
強
く
求
め
ら
れ
た
バ
ブ
ル

期
の
平
成
2
年
。「
農
業
生
産
だ
け

で
な
く
、
こ
こ
で
農
業
を
し
て
い
る

こ
と
を
妥
当
と
認
め
て
も
ら
え
る
農

業
が
必
要
だ
と
肌
身
で
感
じ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

父
親
は
職
人
気
質
の
篤
農
家
。

す
で
に
昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら
、

農
園
周
辺
に
団
地
が
林
立
し
始
め
、

奈
良
な
ど
府
外
の
農
地
も
確
保
し
、

作
業
受
託
を
含
め
約
８
㌶
規
模
へ
と

水
稲
栽
培
を
拡
大
し
て
き
た
。

平
成
9
年
に
は
、
農
園
内
に
小

さ
な
直
売
所
を
設
置
。
基
幹
品
目

だ
っ
た
米
以
外
に
、
直
売
用
に
柿
や

野
菜
な
ど
生
産
品
目
を
拡
大
し
、

宅
配
や
大
手
ス
ー
パ
ー
・
Ｊ
Ａ
直
売

所
に
販
路
を
広
げ
、
都
市
化
を
逆

手
に
と
っ
た
営
農
販
売
戦
略
を
展
開

し
て
き
た
。

直
売
を
通
じ
て
地
域
と
の
接
点

が
広
が
る
中
、南
さ
ん
は
、「
大
規
模・

最
先
端
の
農
業
経
営
も
視
察
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
は
無
理
。
私
た
ち

の
農
業
の
魅
力
は
何
か
考
え
た
時
、

消
費
者
と
横
に
つ
な
が
る
“
顔
の
見

え
る
農
業
”
を
展
開
で
き
る
こ
と

こ
そ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
気
づ
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。
生
産
者
と

消
費
者
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
同

じ
地
域
住
民
と
し
て
交
流
を
深
め
、

日
常
的
な
信
頼
関
係
を
築
け
な
い

か
。
南
さ
ん
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。

南
さ
ん
に
と
って
心
強
い
味
方
だ
っ

た
の
が
、
農
園
に
隣
接
す
る
香
里

三
井
団
地
に
住
む
岩
本
禎
子
さ
ん
。

「
中
学
新
設
用
地
に
農
地
を
譲
っ
て

ほ
し
い
と
南
さ
ん
の
お
父
さ
ま
に
通

い
詰
め
た
の
が
出
会
い
の
き
っ
か
け
」

と
話
す
岩
本
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
農

園
直
売
所
の
隣
に
コ
ミュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
「
フ
ラ
ッ
ト
み
い
」
を
開
設
し
、

直
売
所
の
手
伝
い
も
す
る
な
ど
、
団

新
中
学
校
建
設
用
地
に
農
地
の一
部

売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
市
内
農
地
約
２
㌶
を
守
り

つ
つ
、
隣
接
す
る
交
野
市
や
三
重
・

地
住
民
と
南
農
園
の
橋
渡
し
役
を

担
って
く
れ
て
い
た
。

平
成
25
年
に
始
め
た
「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
も
、
岩
本
さ
ん
の
提
案
が

き
っ
か
け
だ
。

「
青
森
県
田
舎
館
村
の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
見
て
、
こ
こ
で
も
で
き
な

い
か
と
南
さ
ん
に
話
し
た
ら
、
翌
年

か
ら
本
当
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
ん

で
す
」（
岩
本
さ
ん
）

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
色
の
異
な
る

稲
の
品
種
を
使
い
、
稲
で
水
田
に
絵

や
文
字
を
描
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
南

農
園
の
15
㌃
の
水
田
を
活
用
し
、
田

植
え
前
の
水
田
で
地
元
幼
稚
園
児

に
徒
競
走
や
綱
引
き
を
し
て
も
ら

う
「
泥
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、「
田
植
え
体

験
」、
秋
の
「
収
穫
祭
」
が
イ
ベ
ン

ト
の
３
本
柱
だ
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
地
域
を
巻
き

込
む
起
爆
剤
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
農

園
に
隣
接
す
る
高
齢
者
施
設
「
ぽ

ぷ
ら
」
が
、「
施
設
の
屋
上
か
ら
よ

く
見
え
る
場
所
」
と
賛
同
し
、
企

画
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
。

「
一
般
的
に
介
護
施
設
は
、
関
係

者
以
外
の
方
が
訪
れ
る
こ
と
の
あ
ま

り
な
い
施
設
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
参

加
し
て
地
域
と
の
交
流
が
持
て
、
施

設
の
こ
と
も
理
解
い
た
だ
け
て
風
通

し
が
よ
く
な
り
ま
し
た
」
と
同
施

設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー・

吉
田
信
太
さ
ん
は

言
う
。

寝
屋
川
青
年
会

議
所
が
主
宰
す
る

人
材
育
成
の
た
め
の

「
ふ
る
さ
と
青
年

塾
」も
、市
内
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
摂
南

大
学
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
組
織
し
て

企
画
運
営
か
ら
参

加
す
る
。

同
会
議
所
の

佐
々
田
雅
紀
理
事

「
ぽ
ぷ
ら
祭
」
と
の
共
催
で
、
施
設

の
屋
上
が
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
鑑
賞
の
場

と
し
て
開
放
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
元

の
中
学
・
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
員
の

演
奏
の
ほ
か
、
地
域
住
民
が
自
主
的

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
竹
と
ん
ぼ

づ
く
り
体
験
を
行
う
な
ど
、
今
や

地
域
ぐ
る
み
の一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
。平

成
29
年
に
は
、
水
田
に
隣
接

す
る
ハ
ウ
ス
で
観
光
イ
チ
ゴ
園
を
始

め
た
。
イ
チ
ゴ
は
直
売
の
ほ
か
地
元

ス
イ
ー
ツ
店
「
テ
ィ
・
コ
・
ラ
ッ
テ
」

に
ジ
ェ
ラ
ー
ト
製
造
を
委
託
す
る
な

ど
6
次
産
業
化
に
も
着
手
。
来
年

は
カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン
し
、
イ
チ
ゴ
ハ

ウ
ス
を
増
設
予
定
だ
。

イ
チ
ゴ
導
入
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

ふ
る
さ
と
青
年
塾
の
塾
長
を
務
め
て

い
た
藤
井
昭
人
さ
ん
が
、
外
資
系

企
業
を
脱
サ
ラ
し
農
園
ス
タ
ッ
フ
に

長
は
、「
ふ
る
さ
と
青
年
塾
は
15
年

前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ

け
継
続
で
き
た
の
は
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
た
ち

と
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
か
ら
。
学

生
た
ち
は
、
社
会
人
と
会
議
を
持

ち
意
見
も
言
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
経
験
に
意
義
を

感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

秋
の
収
穫
祭
は
、
高
齢
者
施
設
の

加
わ
っ
た
。

「
今
ま
で
は
営
業
職
で
数
字
し
か

追
い
か
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

こ
で
は
、
イ
チ
ゴ
が
育
っ
て
い
く
達

成
感
、訪
れ
た
人
に
『
あ
り
が
と
う
、

お
い
し
か
っ
た
』
と
言
って
も
ら
え
る

充
実
感
を
味
わ
え
る
。
今
後
は
南

さ
ん
と一緒
に
、
若
い
世
代
が
こ
こ
で

働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
仕
事
に
し
て
い
き
た
い
」（
藤
井

さ
ん
）

南
農
園
は
、
寝
屋
川
市
が
災
害

時
の
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
農
地

提
供
を
求
め
る
「
防
災
協
力
農
地

制
度
」
に
も
登
録
。
ま
た
、
緑
肥

作
物
の
レ
ン
ゲ
、
夏
の
金
ゴマ
、
秋
の

コ
ス
モ
ス
や
ソ
バ
な
ど
を
景
観
作
物

と
し
て
栽
培
し
、
開
花
時
に
農
園

を
開
放
。住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

南
さ
ん
は
言
う
。

「
人
と
の
出
会
い
が
私
の
農
業
観

を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も

交
流
と
経
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
魅
力
あ
る
農
業
の
形
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「団地の中のオアシス。南さんありがとうと言いたい」
と岩本禎子さん（農園直売所で）

泥リンピックでは徒競走や綱引きに歓声が
上がる稲で水田に文字や絵を描く田んぼアート

バ
ブ
ル
期
に
就
農

地
域
に
認
め
ら
れ
る
農
業
を

イ
チ
ゴ
を
導
入
し
６
次
化
に
着
手

「
魅
力
あ
る
農
業
を
次
世
代
へ
」

南
保
次
さ
ん

る環境保全型農業と景観形成や、防災協力農地制度の推進など、
都市農業振興と自然資源の保全活用に力を入れている。

地
域
と
共
生
す
る

都
市
農
業
の
あ
り
方
を
追
求

大
阪
府
寝
屋
川
市

食の架け橋

特別賞

南保次さん
みなみ やすじ

　
大
阪
府
寝
屋
川
市
で
14
代
目
の
園
主
と
し
て
農
業
を
続
け
る
南
保
次
さ
ん
は
、規
模
拡
大
に

限
界
の
あ
る
都
市
部
な
ら
で
は
の
農
業
経
営
を
模
索
。「
地
域
と
の
共
生
」を
理
念
に
、直
売
・
観

光
農
園
経
営
と
並
行
し
て
地
元
青
年
会
議
所
や
大
学
生
、高
齢
者
施
設
、地
域
住
民
と
と
も
に

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」な
ど
の
交
流
事
業
を
実
施
。ま
た
、景
観
作
物
を
栽
培
し
て
の
住
民
へ
の
農
園

開
放
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、地
元
ス
イ
ー
ツ
店
と
連
携
し
た
商
品
開
発
な
ど
、農
業
経

営
と
交
流
事
業
が
結
び
つ
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
挑
ん
で
い
る
。

交
流
型
農
業
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確
立
目
指
す

大阪府寝屋川市

大阪府

大阪府東部に位置する人口約24万人の都市。大
阪市のベッドタウンとして昭和30年代半ばから都
市化が進み、現在は市内ほぼ全域が市街化区域。
同市は「農ある都市の形成」をテーマに「寝屋川市
農業振興ビジョン」を策定。緑肥のレンゲ栽培によ

ス
イ
ー
ツ
店
に
製
造
委
託
す
る
い
ち
ご
ジ
ェ
ラ
ー
ト

市の防災協力農地制度に登録した
農園に設置される看板

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
企
画
開
催
で

広
が
っ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

南農園の年間販売額推移
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年間販売額（千円）

H28年度
0

南農園の地域での多面的役割

南農園
～地域との共生～

交流・食育活動
田んぼアート（泥リンピック･
田植え体験･収穫祭）

その他の農業体験受け入れ

防災・まちづくり
防災協力農地･
景観作物栽培･
開花時の農園開放

農福連携
障がい者

支援施設との交流

消費者

寝屋川市

スーパー
JA直売所

小･中･
高校

幼稚園

寝屋川JCふるさと
青年塾
摂南大学学生
ボランティア
高齢者施設ぽぷら･
住民

企画運営協力

直売

農園直売所

農業生産
米･イチゴ･柿･

トマト･軟弱野菜など

住民
参加型
運営

職業体験･
食育

支援

広報

イベント招待

イチゴ狩り

6次産業化

住民･
飲食店

地元菓子店


